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、
講
捌
邊
嚢
醤
鉱

　
　
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
、
監
護

し
て
い
る
母
又
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
受
給
者
及
び
児
童
が
公

的
年
金
（
障
害
、
老
齢
福
祉
年
金
を

除
く
）
を
受
け
て
い
る
と
き
等
は
除

か
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
者

1
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

2
父
が
死
亡
し
た
児
童

3
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状

　
態
に
あ
る
児
童

4
父
が
生
死
不
明
、
遺
棄
、
拘
禁

　
　
（
一
年
以
上
）
さ
れ
て
い
る
児
童

5
未
婚
の
母
の
児
童

手
当
支
給
額

　
八
月
分
（
十
二
月
期
支
給
分
）
か

ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
三
一
、
二
〇
〇
円
（
二
九
、
三
〇
〇
円
）

ヒ
人
　
三
六
、
二
〇
〇
円
（
三
四
、
三
〇
〇
円
）

三
人
　
三
八
、
二
〇
〇
円
（
三
六
、
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
改
正
前

　
十
日
邸
職

　
　
　
　
　
　
・
お
知
・
づ
せ

　
十
一
月
は
「
雇
用
保
険
適
用
促
進

月
間
」
で
す
。

　
雇
用
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
の
労

働
保
険
の
適
用
は
、
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
当
然
適
用
し
な
け
れ
ば

　
四
人
以
上
の
場
合
は
一
人
増
す
ご

と
に
二
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
．

　
支
給
月

　
四
月
（
十
二
月
～
三
月
分
）

　
八
月
（
四
月
～
七
月
分
）

　
十
二
月
（
八
月
～
十
一
月
分
）

所
得
制
限

　
こ
の
手
当
に
は
、
受
給
者
か
扶
養

義
務
者
の
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
．
ご
相
談
は
、
市
民
生
活

課
年
金
係
（
E
七
－
三
一
二
番
内

線
一
二
八
）
へ
．

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
二
十
歳
未
満
の
重

度
の
心
身
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
障
害
の

程
度
に
よ
り
一
級
と
二
級
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

手
当
支
給
額

　
八
月
分
か
ら
左
記
の
通
り
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
二
月
支
給
時

よ
り
増
額
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す

一
級

　
三
六
、
○
O
O
円
（
三
＝
、
、
八
○
○
円
）

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

小
親
模
事
業
所
等
に
は
、
未
加
入
の

事
業
所
、
か
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
．

　
農
林
水
産
業
を
除
藻
加
入
の
と

こ
ろ
は
早
目
に
加
入
の
手
続
ざ
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
公
共
職

業
安
定
所
（
B
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ

一
級二

四
、
○
つ
○
円
（

　
、
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
丙
は
改
正
前

　
支
給
月

　
四
月
（
十
二
月
～
三
月
分
）

　
八
月
（
四
月
～
七
月
分
）

　
十
二
月
（
八
月
～
十
一
月
分
）

所
得
制
限

　
受
給
者
か
扶
養
義
務
者
の
所
得
に

よ
り
、
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
．

　
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
奮
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二

一
四
）
へ
。

　
国
民
金
融
公
庫
で

　
　
　
　
　
年
末
融
資

　
年
末
は
、
資
金
需
要
の
一
番
多
い

時
期
で
す
。
国
民
金
融
公
庫
で
は
、

中
小
企
業
向
け
の
事
業
資
金
と
し
て

、
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　　　　じ　　　　ト橘～ガ
　　．／　　　　　　　　　　　 、

　へ　 　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

’
＼ つ　　　　　嶺ひ

⑪＼ド禽5．
＼艦齢二塵，「，』

　
　
　

　
ト

亀

　
ノ

も
　
　
　
～

　
、
琵

〆
　
椰

愉

F
ー
ヒ

　
も

　
　
　
　
し

＼
＼

魅
幅
野

　
　
　
　
「
i
陵
存

　
　
　
良

　
歯
の
す

　
さ
・
ε
が
5
ず
っ
こ

　
戊
ま
見
て
冨
麿
・

　
　
、
茎
着
妥
蓄
＼
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；
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芝
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q
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～
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》
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勤
暴
、

　
　
景
，
－
　
　
．
儀

、
　
爆
　
　
、

　
　
沼
風
　
　
－
・

董
．
媛

次
の
と
お
り
年
末
融
資
を
行
い
ま
す
．

融
資
金
額
　
千
八
百
万
円
以
内

融
資
期
間
　
運
転
資
金
　
五
年
以
内

　
　
　
　
設
備
資
金
七
年
以
内

返
済
方
法
　
月
賦
払
い

　
詳
し
く
は
、
市
商
工
課
（
獄
し
i

．
．
ニ
ニ
番
内
線
二
六
六
）
、
十
日

町
商
工
会
議
所
（
E
七
－
五
］
一
］

番
）
、
水
沢
商
工
会
（
盈
八
1
』
一
〇

三
五
番
）
へ
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
長
日
町
高
等
学
校
定
時
制
　
六

万
六
千
七
十
六
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
二
千
円
　
▼
手
話
サ
ー
ク

ル
　
一
万
一
千
七
百
六
十
円
　
▼
土

井
文
夫
（
本
町
一
滝
文
）
十
万
円
…

香
典
返
し

保
育
所
へ

ふるさとの旬の料理⑧

　納　豆　汁

　　　　　　　　　調理法
　　　　　　　　　①納豆を播鉢に入れ、初め大根
η料（10人分）　　　　　でつぶし後播粉木ですって力

塩　鮭…………1009　　ップ2はいのだし汁でのばし

毘　芋…一一・1509　　ておく。

ゴボウ……………309　②塩鮭は1cm角切り、里いもは

納　豆……………2袋　　小さめに切る。ずいきは熱湯

ずいき……”……’209　　をかけて灰汁ぬきして2cm長

味　噌…”…’…1809　　さに切り、ゴボウは笹がきにす

豆腐（1パツク）4009　　る。

煮干だし”……”一甲c8　③②の材料をだしの張った鍋に

　　　　　　　　　　入れ軟かく煮る。次に味噌をと

いて入れ煮立ったなら豆腐、納豆を入れる。納豆を入れ

たら煮立たせないようにする。

　〈郷土食〉として

冬、寒い時に作り、ふうふう言いながら食べます。又釜

神様のとしとり（1月3日）に食べるところもあります．

小薯の煮ころがし

材　料　　　　　　　調理法

小　薯（馬鈴薯）…1㎏①薯は熱湯でゆでておく．

醤　油・一…………・大5②鍋に油を熱し、薯を妙めだし

砂　糖…………・・一大4　汁と調味料を加え弱火にて薯

酒一甲・……一一大2　　に雛が出来てくるまで気長に

みりん・・…一・…一大1　煮るQ

油一…………一大4　　（郷土料理研究会　いろり会）

　
孫
六
　
コ
ッ
プ
九
十
九
個

ユ
ニ
セ
フ
日
本
本
部
へ

　
半
間
正
（
泉
町
）
二
十
万
千
九
百

し
十
六
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
二
十
六
日
困
　
午
前
九

時
～
正
午
ま
で
　
高
山
第
三
、
高
山

第
四
、
高
田
町
五
丁
目
、
高
田
町
六

r
目
の
各
一
部
　
▼
十
一
月
三
十
日

㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で
　
太
田

島
第
一
の
一
部
、
中
在
家
、
水
沢
市

之
沢
、
大
石
、
南
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
、
く

渉
こ
げ
2
　
蜀

〇
五
六
豪
雪
の
記
録
写
真
集
「
雪
と

の
闘
い
」
の
編
集
が
進
ん
で
い
ま
す
。

予
約
注
文
も
順
調
で
、
続
々
と
事
務

局
に
届
い
て
い
ま
す
。
「
官
製
の
臭
い

の
し
な
い
も
の
で
、
敢
然
と
雪
と
闘

っ
た
市
民
の
生
の
姿
が
ど
の
ぺ
ー
ジ

に
も
あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
を
こ
と
の

考
え
方
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
．
発
刊

は
十
二
月
上
旬
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

十
二
月
五
・
六
日
は
克
雪
フ
ェ
ア
ー
。

今
年
の
雪
と
の
闘
い
も
ま
も
な
く
本

番
で
す
。
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伽
　
五
日
・
六
日
の
両
日
、
市
民
体
育
館
と
市
民
会
館
で
、
初
め
て
の
克
雪
中

噂
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

い
　
こ
の
克
雪
フ
ェ
ア
は
、
五
六
豪
雪
の
生
々
し
い
体
験
の
中
か
ら
、
九
月
ぴ

緬
議
会
で
制
定
さ
れ
た
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
　
（
克
雪
都
ひ

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

伽
市
宣
言
）
と
「
十
日
町
市
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
の
内
容
を
市
民
の
皆
伽

噂
さ
ん
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
克
雪
都
市
宣
伽

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
言
記
念
式
典
や
、
屋
根
雪
処
理
や
除
雪
、
消
雪
方
法
、
私
の
ア
イ
デ
ア
な
ひ

噂
ど
雪
に
た
ち
向
か
う
生
活
の
知
恵
や
工
夫
も
一
同
に
展
示
さ
れ
て
、
宿
命
“

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

伽
と
あ
き
ら
め
て
い
た
豪
雪
を
克
服
し
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て
、
雪
に
負
伽

中
け
な
い
、
い
よ
い
よ
の
克
雪
都
市
づ
く
り
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
誓
い
ひ

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

伽
を
新
た
に
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
克
雪
フ
ェ
ア
の
メ
ー
ン
行
事
は
、

六
日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
克

雪
都
市
宣
言
記
念
大
会
」
で
す
。

　
こ
の
大
会
の
冒
頭
、
諸
里
市
長
は

「
雪
は
壁
の
よ
う
に
厚
く
、
重
く
、

行
く
手
を
阻
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
壁
は
ど
う
し
て
も
十
目
町
市
民

が
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁

だ
。
子
孫
に
受
け
つ
ぐ
魂
の
あ
か
し

と
し
て
、
克
雪
都
市
で
あ
る
こ
と
を

内
外
に
宣
言
し
、
自
ら
の
努
力
で
、

苦
難
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
決
意
を
新

た
に
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓

の
国
土
庁
、
柴
田
啓
次
地
方
振
興
局

長
は
「
定
住
構
想
と
い
う
の
は
”
場

所
貧
乏
”
を
な
く
す
る
こ
と
で
す
。
雪

は
災
害
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
政
府

の
中
に
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
．
こ
れ

か
ら
は
、
雪
を
敵
視
せ
ず
、
重
要
な

資
源
で
も
あ
る
の
で
克
雪
か
ら
利
雪

へ
と
向
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
来
賓
に
は
、
高
鳥
、
木
島
、

白
川
の
三
代
議
士
を

は
じ
め
、
田
中
県
企

画
調
整
部
長
、
全
国

雪
寒
都
市
協
議
会
代

表
、
須
藤
県
議
な
ど
、

内
外
の
雪
を
真
剣
に

考
え
て
い
る
人
達
を

迎
え
、
あ
わ
せ
て
、

克
雪
都
市
宣
言
記
念

講
演
会
に
、
。
特
別
豪

雪
地
帯
振
興
議
員
連

盟
事
務
局
長
の
佐
藤

隆
代
議
士
が
か
け
つ

け
る
な
ど
国
、
県
の

政
策
の
中
に
、
克
雪
・

利
雪
対
策
が
た
し
か

スノーモビルにのってみる佐藤代議士

に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
と
い
う
確
信

の
も
て
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
で
は
、
克
雪
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
制
作
者
鈴
木
蘭
さ
ん
や
こ

の
大
会
の
た
め
に
募
集
し
た
書
道
・

図
画
・
作
文
の
入
選
者
の
表
彰
や
市

民
代
表
三
人
の
克
雪
へ
の
決
意
表
明

が
行
な
わ
れ
（
別
掲
）
、
最
後
に
、

き
も
の
の
女
王
・
早
川
幸
枝
さ
ん
が

克
雪
都
市
宣
言
文
を
読
み
あ
げ
て
大

会
を
終
り
ま
し
た
．

　
一
方
、
体
育
館
で
は
雪
処
理
に
関

す
る
展
示
が
ズ
ラ
リ
。
す
で
に
開
発

さ
れ
て
い
る
屋
根
雪
処
理
方
法
が
模

型
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
示
さ
れ
た
ほ

か
、
各
種
除
雪
機
械
、
消
雪
器
具
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
冬
用
品
即
売
、

ふ
る
さ
と
の
郷
土
料
理
、
私
の
ア
イ

デ
ア
発
表
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
コ
ー
ナ

ー
、
住
宅
建
築
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
設
け
ら
れ
て
、
市
民
会
館
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
雪
の
図
画
、
書
道
展

や
豪
雪
写
真
展
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、

ま
さ
に
克
雪
一
色
の
二
目
間
に
な
り

ま
し
た
。

克
雪
に
政
治
の
力
を

　加賀糸屋町

根津佐太郎

　
自
分
の
雪
は
自
分
で
処
理
す
る
と

い
う
気
構
え
が
あ
っ
て
も
人
力
に
は

限
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

の
は
政
治
の
力
だ
・
今
後
、
我
々
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
水
資
源

の
確
保
と
流
雪
溝
網
を
整
備
し
て
、

裏
通
り
に
も
設
置
す
る
こ
と
。
豪
雪

地
に
対
す
る
諸
税
の
軽
減
、
建
築
時

の
健
ペ
イ
率
の
改
定
。
道
路
幅
員
の

検
討
な
ど
す
べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
国
・
県
に
お
い
て
も
絶
大
な

る
政
治
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
我
々
市
民
は
、
五
六
豪
雪
を
克
服

し
た
力
を
結
集
し
て
、
総
力
を
あ
げ

て
克
雪
都
市
づ
く
り
に
参
加
し
ま
す
。

ξ
く
…
き
．
（
く
妻
《
…
く
（

雪
処
理
総
合
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
の
　
開
　
発

　青年会議所

三輪満雄

　
青
年
会
議
所
は
、
常
に
雪
害
克
服

運
動
の
先
頭
に
た
っ
て
き
た
。
こ
の

度
の
克
雪
都
市
宣
言
と
青
年
会
議
所

　
」
乏
多
（
く
（

保
安
要
員
制
度
の

　
　
　
な
く
な
る
日
ま
で

　塩之又

林　福市

　
保
安
要
員
制
度
が
発
足
し
て
六
年
。

過
疎
と
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
益
々
弱
体

と
な
る
山
間
避
地
叫
＼
祖
先
の
土
地

の
運
動
は
同
じ
流
れ
だ
。
道
路
の
確

保
、
無
落
雪
屋
根
の
開
発
な
ど
の
ハ

ー
ド
面
。
雪
は
敵
で
な
く
融
合
す
る

も
の
だ
と
い
う
意
識
改
革
の
ソ
フ
ト

面
。
姿
は
雪
で
も
水
で
あ
る
と
い
う

水
資
源
と
し
て
の
利
用
。
雪
ま
つ
り
、

当
間
山
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
観
光

面
で
の
活
用
な
ど
「
雪
処
理
総
合
シ

ス
テ
ム
開
発
」
を
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
行
い
、
青
年
会
議
所
と
し
て
、

市
民
団
体
の
先
頭
に
な
り
、
勇
敢
に

提
案
し
果
敢
に
行
動
す
る
決
意
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
｛
（
（

を
守
り
、
永
久
に
生
活
し
て
行
こ
う

と
す
る
住
民
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い

制
度
で
す
。
保
安
要
員
の
業
務
の
中

で
最
大
の
障
害
は
雪
崩
で
す
．
道
路

改
良
と
除
雪
機
械
の
整
備
と
と
も
に

雪
崩
危
険
ヵ
所
の
解
消
を
お
願
い
し

ま
す
。
や
が
て
、
保
安
要
員
制
度
が

必
要
な
く
な
り
、
安
心
し
て
楽
し
く
、

雪
の
中
の
生
活
が
で
き
る
日
が
く
る

ま
で
、
決
し
て
負
け
る
こ
と
な
く
、

克
雪
都
市
づ
く
り
に
協
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
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○
水
で
雪
を
消
す
こ
と
で
す
。
地

下
水
の
枯
渇
の
問
題
は
循
環
方
式
な

ど
を
考
え
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
酒
井
正
文

　
o
自
分
の
頭
の
上
を
軽
く
す
る
こ

と
だ
。
家
屋
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た

ら
終
り
だ
。

　
　
　
　
本
町
東
一
　
庭
野
泰
明

　
○
消
雪
パ
イ
プ
で
安
く
道
路
の
雪

を
と
か
す
こ
と
と
、
屋
根
に
水
を
あ

げ
て
と
か
す
こ
と
で
す
。

　
　
　
十
日
町
小
六
年
　
金
子
徹

　
O
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
も
入
ら
な
い
町

内
が
市
内
に
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
．

小
型
の
除
雪
機
械
を
町
内
で
購
入
す

る
場
合
な
ど
に
市
の
補
助
制
度
も
設

け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
寿
町
　
吉
田
孝
三
郎

　
○
雪
お
ろ
し
を
な
く
す
る
こ
と
で

す
．
そ
し
た
ら
道
路
の
雪
処
理
の
問

題
も
解
決
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
渡
辺
弘
二

　
〇
十
日
町
全
体
を
ド
ー
ム
に
し
た

ら
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
大
平
信
芳

　
〇
三
国
の
山
を
平
ら
に
し
て
雪
を

降
ら
さ
な
い
こ
と
で
す
よ
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
戸
田
　
裕

　
○
雪
を
敵
と
し
な
い
で
友
と
し
て

雪
と
融
合
す
る
こ
と
で
す
．

　
　
　
　
　
本
町
二
　
山
内
正
胤

　
○
雪
に
克
つ
。
負
け
た
ら
逃
げ
る

し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
学
校
町
　
小
川
信
吉

　
○
雪
に
克
つ
こ
と
は
、
雪
と
仲
よ

く
す
る
こ
と
だ
。

　
　
下
条
中
央
通
り
　
山
田
武
夫

　
○
家
の
ま
わ
り
の
雪
を
と
か
し
て

人
が
通
れ
る
よ
う
に
す
る
。
屋
根
に

雪
が
積
っ
た
ら
そ
れ
も
と
か
す
。

　
　
十
日
町
小
四
年
　
根
津
登
志
之

　
○
雪
に
い
ど
む
。
常
に
挑
戦
だ
。

　
　
　
　
　
本
町
六
　
池
田
英
雄

　
○
第
一
条
件
は
一
つ
で
は
な
い
。

ま
ず
生
活
道
路
の
確
保
。
次
に
一
般

市
民
が
受
け
て
い
る
害
や
経
費
を
、

国
や
県
や
市
の
行
政
の
機
関
内
で
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
充
実

す
る
こ
と
だ
。
最
後
に
、
自
然
と
い

つ
も
闘
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

共
存
す
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
だ
．

　
　
　
　
昭
和
町
三
　
森
本
忠
彦

し
た
の
で
、
今
は
三
十
分
で
終
る
。

今
、
困
っ
て
い
る
の
は
、
旧
道
に
面

し
て
い
る
の
で
、
道
路
の
除
雪
が
さ

れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
大
黒
沢
　
井
ロ
ス
ミ
ヨ

　
○
克
雪
の
第
一
条
件
は
屋
根
雪
処

理
で
す
。
個
人
の
利
益
は
市
の
利
益

に
通
じ
ま
す
。
こ
の
克
雪
フ
ェ
ア
を

行
政
だ
け
の
お
祭
り
に
終
ら
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
川
西
町
　
柳
雄
一

　
〇
屋
根
雪
処
理
や
住
宅
の
改
造
、

除
雪
機
械
な
ど
克
雪
に
関
す
る
も
の

す
べ
て
に
国
、
県
、
市
の
低
利
融
資

町
に
こ
れ
な
い
。
道
路
の
確
保
が
第

一
条
件
で
す
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
佐
藤
　
登

　
○
行
政
で
す
る
こ
と
は
生
活
道
路

の
確
保
。
個
人
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

屋
根
雪
処
理
だ
。

　
　
　
　
　
越
路
町
　
井
上
秀
正

　
○
雪
を
苦
し
い
と
思
わ
な
い
で
楽

し
い
と
思
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
中
条
中
　
樋
口
英
明

　
○
も
っ
と
頭
脳
を
活
か
し
て
、
雪

の
科
学
者
を
育
て
よ
う
。

　
　
　
　
東
小
五
年
　
樋
ロ
健
二

　
〇
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
地

　
○
町
の
ま
ん
中
に
い
て
も
道
路
が

あ
か
な
捻
パ
ア
ー
ッ
と
町
の
小
路
も

あ
け
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
若
宮
町
　
中
林
喜
美

　
O
雪
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
嫁
い
で

き
ま
し
た
。
こ
の
雪
は
、
春
を
ま
つ

心
が
あ
る
か
ら
耐
え
ら
れ
る
の
で
す
。

十
日
町
に
最
初
に
来
た
頃
に
は
、
一

番
最
初
に
土
の
顔
を
見
れ
る
鉄
道
線

路
に
行
っ
て
春
の
香
り
を
か
い
で
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
高
田
町
三
　
阿
部
久
美
子

　
○
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
、
前
に

は
一
日
半
も
か
か
っ
た
が
、
施
設
を

制
度
の
創
設
を
。

　
　
　
　
高
田
町
二
　
片
桐
時
男

　
○
雪
お
ろ
し
解
放

　
　
　
　
　
本
町
一
　
大
島
元
子

　
O
あ
な
た
は
一
生
雪
お
ろ
し
を
す

る
つ
も
り
で
す
か
。
も
し
、
そ
れ
が

イ
ヤ
な
ら
、
今
か
ら
そ
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
方
向
づ
け
を
キ
チ
ン

と
し
て
、
三
年
先
、
五
年
先
を
考
え

た
対
策
が
必
要
な
の
で
す
．

　
　
　
　
四
日
町
新
田
　
重
野
雅
則

　
○
仕
事
の
関
係
で
、
ち
ょ
く
ち
ょ

く
十
日
町
市
に
来
る
が
、
道
が
あ
い

て
い
な
い
と
、
用
が
あ
っ
て
も
十
日

域
の
経
済
力
を
た
か
め
る
こ
と
。
克

雪
を
実
現
す
る
に
は
お
金
が
か
か
り

ま
す
．
地
域
の
経
済
力
を
た
か
め
て

お
金
を
生
み
出
さ
な
い
と
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
て
も
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
住
民
と
行
政
が
話
し
あ
っ
て

協
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
克

雪
の
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。

昔
か
ら
の
、
そ
の
土
地
に
あ
る
克
雪

の
技
術
を
活
か
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
雪
と
協
調
す
る
こ
と
。
ど
う

し
て
も
駄
目
な
部
分
は
、
人
間
が
し

り
ぞ
く
余
裕
を
も
た
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
克
雪
と
は
、
余
裕
の
対
策
を

ど
う
し
て
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
、
時
間
の
余
裕
．
気
象
の

予
報
を
も
っ
と
正
確
に
で
き
れ
ば
、

予
定
が
キ
チ
ン
と
た
ち
ま
す
。
次
は
、

広
さ
の
余
裕
。
屋
根
雪
の
処
理
空
間
、

道
路
幅
員
な
ど
、
雪
国
に
あ
っ
た
余

裕
が
必
要
で
す
。
そ
れ
と
、
物
の
強

度
の
余
裕
が
欲
し
い
で
す
．
最
後
に

気
持
の
余
裕
で
す
。

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
　
栗
山
弘

　
O
私
は
雪
国
の
人
間
で
は
な
い
。

だ
か
ら
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

雪
は
耐
え
る
も
の
で
は
な
く
、
挑
戦

す
る
も
の
だ
も
い
う
認
識
を
も
っ
て

い
る
。
克
雪
は
単
な
る
企
業
の
営
利

目
的
だ
け
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

一
つ
の
企
業
だ
け
で
や
る
の
は
限
界

が
あ
り
、
自
治
体
を
中
心
に
し
て
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
企
業

同
志
が
連
帯
し
て
雪
処
理
の
技
術
を

開
発
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
神
奈
川
県
川
崎
市
　
渡
辺
俊
夫

　
○
や
は
り
流
雪
溝
し
か
な
い
。
そ

れ
と
余
裕
を
も
つ
こ
と
だ
．

　
　
　
　
　
田
川
町
三
　
清
水
理

　
○
屋
根
雪
処
理
。
私
の
よ
う
に
イ

ザ
リ
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
に
と
っ

て
、
雪
お
ろ
し
は
運
動
に
な
り
、
健

康
づ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
五

六
豪
雪
は
重
労
働
だ
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
本
町
六
　
鈴
木
蘭

　
○
気
持
の
問
題
だ
。
雪
に
負
け
な

い
明
る
さ
を
も
つ
こ
と
。

　
　
　
　
　
新
光
寺
　
佐
藤
武
志

　
○
雪
処
理
条
例
に
う
た
っ
て
あ
る

市
民
の
モ
ラ
ル
の
向
上
。
目
頃
、
仲

の
良
い
隣
り
同
志
が
雪
の
季
節
に
な

る
と
ケ
ン
カ
し
て
い
る
と
聞
く
。
流

雪
溝
も
良
い
だ
ろ
う
が
、
お
互
い
が

ゆ
ず
り
あ
う
心
が
大
切
だ
。
そ
れ
が

実
現
で
き
た
ら
良
い
社
会
に
な
る
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
池
田
友
好

　
○
雪
お
ろ
し
を
し
な
く
て
良
い
時

代
が
く
る
こ
と
。
十
目
町
に
雪
を
降

ら
せ
な
い
で
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
新
光
寺
　
佐
藤
　
睦

　
○
道
路
と
屋
根
雪
の
処
理
。
克
雪

に
向
け
て
、
皆
ん
な
そ
の
気
に
な
る

よ
う
に
も
っ
て
ゆ
く
実
行
力
の
あ

・
る
強
力
な
世
論
喚
起
。

　
　
　
　
　
稲
荷
町
　
根
津
東
六

　
〇
貝
掛
温
泉
は
、
今
七
十
抽
．
駁
の

積
雪
が
あ
る
．
雪
に
克
つ
と
い
う
精

神
的
な
面
だ
ろ
う
。
雪
に
接
し
て
工

夫
し
、
そ
の
工
夫
を
お
互
い
に
話
し

あ
う
こ
と
。

　
湯
沢
町
員
掛
温
泉
　
長
谷
川
靖

　
○
体
力
と
精
神
力
を
養
う
こ
と
．

人
間
の
頭
と
機
械
力
で
雪
に
克
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

湯
沢
町
貝
掛
温
泉
　
長
谷
川
史
子

　
○
私
は
雪
が
く
に
な
っ
て
く
に
な

っ
て
し
か
た
が
な
い
。
す
こ
し
で
も

雪
を
く
に
す
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
加
賀
糸
屋
町
　
小
林
博

　
○
や
は
り
屋
根
の
雪
だ
ろ
う
。
〃
、

れ
も
落
と
さ
な
い
で
屋
根
の
上
で
処

理
す
る
二
と
を
考
え
る
．
｝
と
。

　
　
　
　
　
新
座
一
一
一
遠
藤
昭
一

　
〇
雪
が
降
る
と
遊
び
場
が
な
く
な
る
．

　
　
　
　
東
小
四
年
　
遠
藤
昭
弘

　
Q
生
活
道
路
の
確
保
。
そ
の
道
路

の
確
保
も
屋
根
雪
の
合
理
的
な
処
理

が
で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
．

　
　
　
　
　
下
川
原
町
　
村
山
武
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伽
　
五
日
・
六
日
の
両
日
、
市
民
体
育
館
と
市
民
会
館
で
、
初
め
て
の
克
雪
中

噂
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

い
　
こ
の
克
雪
フ
ェ
ア
は
、
五
六
豪
雪
の
生
々
し
い
体
験
の
中
か
ら
、
九
月
ぴ

緬
議
会
で
制
定
さ
れ
た
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
　
（
克
雪
都
ひ

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

伽
市
宣
言
）
と
「
十
日
町
市
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
の
内
容
を
市
民
の
皆
伽

噂
さ
ん
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
克
雪
都
市
宣
伽

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
言
記
念
式
典
や
、
屋
根
雪
処
理
や
除
雪
、
消
雪
方
法
、
私
の
ア
イ
デ
ア
な
ひ

噂
ど
雪
に
た
ち
向
か
う
生
活
の
知
恵
や
工
夫
も
一
同
に
展
示
さ
れ
て
、
宿
命
“

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

伽
と
あ
き
ら
め
て
い
た
豪
雪
を
克
服
し
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て
、
雪
に
負
伽

中
け
な
い
、
い
よ
い
よ
の
克
雪
都
市
づ
く
り
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
誓
い
ひ

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

伽
を
新
た
に
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
克
雪
フ
ェ
ア
の
メ
ー
ン
行
事
は
、

六
日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
克

雪
都
市
宣
言
記
念
大
会
」
で
す
。

　
こ
の
大
会
の
冒
頭
、
諸
里
市
長
は

「
雪
は
壁
の
よ
う
に
厚
く
、
重
く
、

行
く
手
を
阻
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
壁
は
ど
う
し
て
も
十
目
町
市
民

が
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁

だ
。
子
孫
に
受
け
つ
ぐ
魂
の
あ
か
し

と
し
て
、
克
雪
都
市
で
あ
る
こ
と
を

内
外
に
宣
言
し
、
自
ら
の
努
力
で
、

苦
難
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
決
意
を
新

た
に
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓

の
国
土
庁
、
柴
田
啓
次
地
方
振
興
局

長
は
「
定
住
構
想
と
い
う
の
は
”
場

所
貧
乏
”
を
な
く
す
る
こ
と
で
す
。
雪

は
災
害
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
政
府

の
中
に
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
．
こ
れ

か
ら
は
、
雪
を
敵
視
せ
ず
、
重
要
な

資
源
で
も
あ
る
の
で
克
雪
か
ら
利
雪

へ
と
向
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
来
賓
に
は
、
高
鳥
、
木
島
、

白
川
の
三
代
議
士
を

は
じ
め
、
田
中
県
企

画
調
整
部
長
、
全
国

雪
寒
都
市
協
議
会
代

表
、
須
藤
県
議
な
ど
、

内
外
の
雪
を
真
剣
に

考
え
て
い
る
人
達
を

迎
え
、
あ
わ
せ
て
、

克
雪
都
市
宣
言
記
念

講
演
会
に
、
。
特
別
豪

雪
地
帯
振
興
議
員
連

盟
事
務
局
長
の
佐
藤

隆
代
議
士
が
か
け
つ

け
る
な
ど
国
、
県
の

政
策
の
中
に
、
克
雪
・

利
雪
対
策
が
た
し
か

スノーモビルにのってみる佐藤代議士

に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
と
い
う
確
信

の
も
て
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
で
は
、
克
雪
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
制
作
者
鈴
木
蘭
さ
ん
や
こ

の
大
会
の
た
め
に
募
集
し
た
書
道
・

図
画
・
作
文
の
入
選
者
の
表
彰
や
市

民
代
表
三
人
の
克
雪
へ
の
決
意
表
明

が
行
な
わ
れ
（
別
掲
）
、
最
後
に
、

き
も
の
の
女
王
・
早
川
幸
枝
さ
ん
が

克
雪
都
市
宣
言
文
を
読
み
あ
げ
て
大

会
を
終
り
ま
し
た
．

　
一
方
、
体
育
館
で
は
雪
処
理
に
関

す
る
展
示
が
ズ
ラ
リ
。
す
で
に
開
発

さ
れ
て
い
る
屋
根
雪
処
理
方
法
が
模

型
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
示
さ
れ
た
ほ

か
、
各
種
除
雪
機
械
、
消
雪
器
具
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
冬
用
品
即
売
、

ふ
る
さ
と
の
郷
土
料
理
、
私
の
ア
イ

デ
ア
発
表
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
コ
ー
ナ

ー
、
住
宅
建
築
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
設
け
ら
れ
て
、
市
民
会
館
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
雪
の
図
画
、
書
道
展

や
豪
雪
写
真
展
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、

ま
さ
に
克
雪
一
色
の
二
目
間
に
な
り

ま
し
た
。

克
雪
に
政
治
の
力
を

　加賀糸屋町

根津佐太郎

　
自
分
の
雪
は
自
分
で
処
理
す
る
と

い
う
気
構
え
が
あ
っ
て
も
人
力
に
は

限
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

の
は
政
治
の
力
だ
・
今
後
、
我
々
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
水
資
源

の
確
保
と
流
雪
溝
網
を
整
備
し
て
、

裏
通
り
に
も
設
置
す
る
こ
と
。
豪
雪

地
に
対
す
る
諸
税
の
軽
減
、
建
築
時

の
健
ペ
イ
率
の
改
定
。
道
路
幅
員
の

検
討
な
ど
す
べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
国
・
県
に
お
い
て
も
絶
大
な

る
政
治
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
我
々
市
民
は
、
五
六
豪
雪
を
克
服

し
た
力
を
結
集
し
て
、
総
力
を
あ
げ

て
克
雪
都
市
づ
く
り
に
参
加
し
ま
す
。

ξ
く
…
き
．
（
く
妻
《
…
く
（

雪
処
理
総
合
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
の
　
開
　
発

　青年会議所

三輪満雄

　
青
年
会
議
所
は
、
常
に
雪
害
克
服

運
動
の
先
頭
に
た
っ
て
き
た
。
こ
の

度
の
克
雪
都
市
宣
言
と
青
年
会
議
所

　
」
乏
多
（
く
（

保
安
要
員
制
度
の

　
　
　
な
く
な
る
日
ま
で

　塩之又

林　福市

　
保
安
要
員
制
度
が
発
足
し
て
六
年
。

過
疎
と
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
益
々
弱
体

と
な
る
山
間
避
地
叫
＼
祖
先
の
土
地

の
運
動
は
同
じ
流
れ
だ
。
道
路
の
確

保
、
無
落
雪
屋
根
の
開
発
な
ど
の
ハ

ー
ド
面
。
雪
は
敵
で
な
く
融
合
す
る

も
の
だ
と
い
う
意
識
改
革
の
ソ
フ
ト

面
。
姿
は
雪
で
も
水
で
あ
る
と
い
う

水
資
源
と
し
て
の
利
用
。
雪
ま
つ
り
、

当
間
山
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
観
光

面
で
の
活
用
な
ど
「
雪
処
理
総
合
シ

ス
テ
ム
開
発
」
を
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
行
い
、
青
年
会
議
所
と
し
て
、

市
民
団
体
の
先
頭
に
な
り
、
勇
敢
に

提
案
し
果
敢
に
行
動
す
る
決
意
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
｛
（
（

を
守
り
、
永
久
に
生
活
し
て
行
こ
う

と
す
る
住
民
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い

制
度
で
す
。
保
安
要
員
の
業
務
の
中

で
最
大
の
障
害
は
雪
崩
で
す
．
道
路

改
良
と
除
雪
機
械
の
整
備
と
と
も
に

雪
崩
危
険
ヵ
所
の
解
消
を
お
願
い
し

ま
す
。
や
が
て
、
保
安
要
員
制
度
が

必
要
な
く
な
り
、
安
心
し
て
楽
し
く
、

雪
の
中
の
生
活
が
で
き
る
日
が
く
る

ま
で
、
決
し
て
負
け
る
こ
と
な
く
、

克
雪
都
市
づ
く
り
に
協
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
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○
水
で
雪
を
消
す
こ
と
で
す
。
地

下
水
の
枯
渇
の
問
題
は
循
環
方
式
な

ど
を
考
え
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
酒
井
正
文

　
o
自
分
の
頭
の
上
を
軽
く
す
る
こ

と
だ
。
家
屋
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た

ら
終
り
だ
。

　
　
　
　
本
町
東
一
　
庭
野
泰
明

　
○
消
雪
パ
イ
プ
で
安
く
道
路
の
雪

を
と
か
す
こ
と
と
、
屋
根
に
水
を
あ

げ
て
と
か
す
こ
と
で
す
。

　
　
　
十
日
町
小
六
年
　
金
子
徹

　
O
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
も
入
ら
な
い
町

内
が
市
内
に
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
．

小
型
の
除
雪
機
械
を
町
内
で
購
入
す

る
場
合
な
ど
に
市
の
補
助
制
度
も
設

け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
寿
町
　
吉
田
孝
三
郎

　
○
雪
お
ろ
し
を
な
く
す
る
こ
と
で

す
．
そ
し
た
ら
道
路
の
雪
処
理
の
問

題
も
解
決
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
渡
辺
弘
二

　
〇
十
日
町
全
体
を
ド
ー
ム
に
し
た

ら
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
大
平
信
芳

　
〇
三
国
の
山
を
平
ら
に
し
て
雪
を

降
ら
さ
な
い
こ
と
で
す
よ
。

　
　
　
　
長
岡
市
　
　
戸
田
　
裕

　
○
雪
を
敵
と
し
な
い
で
友
と
し
て

雪
と
融
合
す
る
こ
と
で
す
．

　
　
　
　
　
本
町
二
　
山
内
正
胤

　
○
雪
に
克
つ
。
負
け
た
ら
逃
げ
る

し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
学
校
町
　
小
川
信
吉

　
○
雪
に
克
つ
こ
と
は
、
雪
と
仲
よ

く
す
る
こ
と
だ
。

　
　
下
条
中
央
通
り
　
山
田
武
夫

　
○
家
の
ま
わ
り
の
雪
を
と
か
し
て

人
が
通
れ
る
よ
う
に
す
る
。
屋
根
に

雪
が
積
っ
た
ら
そ
れ
も
と
か
す
。

　
　
十
日
町
小
四
年
　
根
津
登
志
之

　
○
雪
に
い
ど
む
。
常
に
挑
戦
だ
。

　
　
　
　
　
本
町
六
　
池
田
英
雄

　
○
第
一
条
件
は
一
つ
で
は
な
い
。

ま
ず
生
活
道
路
の
確
保
。
次
に
一
般

市
民
が
受
け
て
い
る
害
や
経
費
を
、

国
や
県
や
市
の
行
政
の
機
関
内
で
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
充
実

す
る
こ
と
だ
。
最
後
に
、
自
然
と
い

つ
も
闘
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

共
存
す
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
だ
．

　
　
　
　
昭
和
町
三
　
森
本
忠
彦

し
た
の
で
、
今
は
三
十
分
で
終
る
。

今
、
困
っ
て
い
る
の
は
、
旧
道
に
面

し
て
い
る
の
で
、
道
路
の
除
雪
が
さ

れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
大
黒
沢
　
井
ロ
ス
ミ
ヨ

　
○
克
雪
の
第
一
条
件
は
屋
根
雪
処

理
で
す
。
個
人
の
利
益
は
市
の
利
益

に
通
じ
ま
す
。
こ
の
克
雪
フ
ェ
ア
を

行
政
だ
け
の
お
祭
り
に
終
ら
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
川
西
町
　
柳
雄
一

　
〇
屋
根
雪
処
理
や
住
宅
の
改
造
、

除
雪
機
械
な
ど
克
雪
に
関
す
る
も
の

す
べ
て
に
国
、
県
、
市
の
低
利
融
資

町
に
こ
れ
な
い
。
道
路
の
確
保
が
第

一
条
件
で
す
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
佐
藤
　
登

　
○
行
政
で
す
る
こ
と
は
生
活
道
路

の
確
保
。
個
人
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

屋
根
雪
処
理
だ
。

　
　
　
　
　
越
路
町
　
井
上
秀
正

　
○
雪
を
苦
し
い
と
思
わ
な
い
で
楽

し
い
と
思
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
中
条
中
　
樋
口
英
明

　
○
も
っ
と
頭
脳
を
活
か
し
て
、
雪

の
科
学
者
を
育
て
よ
う
。

　
　
　
　
東
小
五
年
　
樋
ロ
健
二

　
〇
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
地

　
○
町
の
ま
ん
中
に
い
て
も
道
路
が

あ
か
な
捻
パ
ア
ー
ッ
と
町
の
小
路
も

あ
け
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
若
宮
町
　
中
林
喜
美

　
O
雪
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
嫁
い
で

き
ま
し
た
。
こ
の
雪
は
、
春
を
ま
つ

心
が
あ
る
か
ら
耐
え
ら
れ
る
の
で
す
。

十
日
町
に
最
初
に
来
た
頃
に
は
、
一

番
最
初
に
土
の
顔
を
見
れ
る
鉄
道
線

路
に
行
っ
て
春
の
香
り
を
か
い
で
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
高
田
町
三
　
阿
部
久
美
子

　
○
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
、
前
に

は
一
日
半
も
か
か
っ
た
が
、
施
設
を

制
度
の
創
設
を
。

　
　
　
　
高
田
町
二
　
片
桐
時
男

　
○
雪
お
ろ
し
解
放

　
　
　
　
　
本
町
一
　
大
島
元
子

　
O
あ
な
た
は
一
生
雪
お
ろ
し
を
す

る
つ
も
り
で
す
か
。
も
し
、
そ
れ
が

イ
ヤ
な
ら
、
今
か
ら
そ
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
方
向
づ
け
を
キ
チ
ン

と
し
て
、
三
年
先
、
五
年
先
を
考
え

た
対
策
が
必
要
な
の
で
す
．

　
　
　
　
四
日
町
新
田
　
重
野
雅
則

　
○
仕
事
の
関
係
で
、
ち
ょ
く
ち
ょ

く
十
日
町
市
に
来
る
が
、
道
が
あ
い

て
い
な
い
と
、
用
が
あ
っ
て
も
十
日

域
の
経
済
力
を
た
か
め
る
こ
と
。
克

雪
を
実
現
す
る
に
は
お
金
が
か
か
り

ま
す
．
地
域
の
経
済
力
を
た
か
め
て

お
金
を
生
み
出
さ
な
い
と
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
て
も
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
住
民
と
行
政
が
話
し
あ
っ
て

協
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
克

雪
の
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。

昔
か
ら
の
、
そ
の
土
地
に
あ
る
克
雪

の
技
術
を
活
か
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
雪
と
協
調
す
る
こ
と
。
ど
う

し
て
も
駄
目
な
部
分
は
、
人
間
が
し

り
ぞ
く
余
裕
を
も
た
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
克
雪
と
は
、
余
裕
の
対
策
を

ど
う
し
て
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
、
時
間
の
余
裕
．
気
象
の

予
報
を
も
っ
と
正
確
に
で
き
れ
ば
、

予
定
が
キ
チ
ン
と
た
ち
ま
す
。
次
は
、

広
さ
の
余
裕
。
屋
根
雪
の
処
理
空
間
、

道
路
幅
員
な
ど
、
雪
国
に
あ
っ
た
余

裕
が
必
要
で
す
。
そ
れ
と
、
物
の
強

度
の
余
裕
が
欲
し
い
で
す
．
最
後
に

気
持
の
余
裕
で
す
。

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
　
栗
山
弘

　
O
私
は
雪
国
の
人
間
で
は
な
い
。

だ
か
ら
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

雪
は
耐
え
る
も
の
で
は
な
く
、
挑
戦

す
る
も
の
だ
も
い
う
認
識
を
も
っ
て

い
る
。
克
雪
は
単
な
る
企
業
の
営
利

目
的
だ
け
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

一
つ
の
企
業
だ
け
で
や
る
の
は
限
界

が
あ
り
、
自
治
体
を
中
心
に
し
て
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
企
業

同
志
が
連
帯
し
て
雪
処
理
の
技
術
を

開
発
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
神
奈
川
県
川
崎
市
　
渡
辺
俊
夫

　
○
や
は
り
流
雪
溝
し
か
な
い
。
そ

れ
と
余
裕
を
も
つ
こ
と
だ
．

　
　
　
　
　
田
川
町
三
　
清
水
理

　
○
屋
根
雪
処
理
。
私
の
よ
う
に
イ

ザ
リ
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
に
と
っ

て
、
雪
お
ろ
し
は
運
動
に
な
り
、
健

康
づ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
五

六
豪
雪
は
重
労
働
だ
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
本
町
六
　
鈴
木
蘭

　
○
気
持
の
問
題
だ
。
雪
に
負
け
な

い
明
る
さ
を
も
つ
こ
と
。

　
　
　
　
　
新
光
寺
　
佐
藤
武
志

　
○
雪
処
理
条
例
に
う
た
っ
て
あ
る

市
民
の
モ
ラ
ル
の
向
上
。
目
頃
、
仲

の
良
い
隣
り
同
志
が
雪
の
季
節
に
な

る
と
ケ
ン
カ
し
て
い
る
と
聞
く
。
流

雪
溝
も
良
い
だ
ろ
う
が
、
お
互
い
が

ゆ
ず
り
あ
う
心
が
大
切
だ
。
そ
れ
が

実
現
で
き
た
ら
良
い
社
会
に
な
る
。

　
　
　
　
　
長
岡
市
　
池
田
友
好

　
○
雪
お
ろ
し
を
し
な
く
て
良
い
時

代
が
く
る
こ
と
。
十
目
町
に
雪
を
降

ら
せ
な
い
で
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
新
光
寺
　
佐
藤
　
睦

　
○
道
路
と
屋
根
雪
の
処
理
。
克
雪

に
向
け
て
、
皆
ん
な
そ
の
気
に
な
る

よ
う
に
も
っ
て
ゆ
く
実
行
力
の
あ

・
る
強
力
な
世
論
喚
起
。

　
　
　
　
　
稲
荷
町
　
根
津
東
六

　
〇
貝
掛
温
泉
は
、
今
七
十
抽
．
駁
の

積
雪
が
あ
る
．
雪
に
克
つ
と
い
う
精

神
的
な
面
だ
ろ
う
。
雪
に
接
し
て
工

夫
し
、
そ
の
工
夫
を
お
互
い
に
話
し

あ
う
こ
と
。

　
湯
沢
町
員
掛
温
泉
　
長
谷
川
靖

　
○
体
力
と
精
神
力
を
養
う
こ
と
．

人
間
の
頭
と
機
械
力
で
雪
に
克
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

湯
沢
町
貝
掛
温
泉
　
長
谷
川
史
子

　
○
私
は
雪
が
く
に
な
っ
て
く
に
な

っ
て
し
か
た
が
な
い
。
す
こ
し
で
も

雪
を
く
に
す
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
加
賀
糸
屋
町
　
小
林
博

　
○
や
は
り
屋
根
の
雪
だ
ろ
う
。
〃
、

れ
も
落
と
さ
な
い
で
屋
根
の
上
で
処

理
す
る
二
と
を
考
え
る
．
｝
と
。

　
　
　
　
　
新
座
一
一
一
遠
藤
昭
一

　
〇
雪
が
降
る
と
遊
び
場
が
な
く
な
る
．

　
　
　
　
東
小
四
年
　
遠
藤
昭
弘

　
Q
生
活
道
路
の
確
保
。
そ
の
道
路

の
確
保
も
屋
根
雪
の
合
理
的
な
処
理

が
で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
．

　
　
　
　
　
下
川
原
町
　
村
山
武
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文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
千
十
六
点
。
作
文
の
部
、
五
校
六
九
点
で
し
た
．
そ
の
中
か
ら
見
事
入
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
市
で
は
、
克
雪
都
市
宣
言
を
記
念
し
て
、
小
中
学
生
図
画
・
書
道
・
作
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　

脚
　
応
募
総
数
は
図
画
の
部
、
十
七
校
八
八
五
点
。
書
道
の
部
、
二
十
二
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
さ
れ
た
人
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
中
学
生
の
部

　
特
選
…
井
川
康
子
（
南
中
）

　
金
賞
…
服
部
久
典
（
南
中
〉

　
銀
賞
…
長
谷
川
隆
行
（
下
条
中
）

秋
山
聖
午
（
南
中
）

　
銅
賞
…
生
越
武
（
下
条
中
）
、
樋

口
義
広
（
南
中
）

　
小
学
生
の
部

〔
一
年
〕

　
特
選
…
池
田
文
夫
（
東
小
）

　
金
賞
…
岡
田
真
以
子
（
中
条
小
）

池
田
拓
未
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
中
町
忠
寿
（
下
条
4
）
、

田
村
詩
子
（
下
条
小
）
、
小
杉
和
之

（
下
条
小
）
、
丸
山
康
之
（
東
小
）

　
銅
賞
…
近
藤
智
輝
（
下
条
小
）
、

近
藤
隆
（
下
条
小
）
、
山
田
直
子
〆
下

条
小
）
、
山
口
稔
（
東
小
）
、
丸
山
由

香
利
（
馬
場
小
）
、
山
田
貴
幸
（
下

条
小
）

〔
二
年
〕

　
特
選
…
鈴
木
等
（
馬
場
小
）

　
金
賞
…
外
山
義
裕
（
東
小
）
、
小

林
登
美
子
（
西
小
）

　
銀
賞
…
山
田
博
道
（
下
条
小
）
、

田
村
房
雄
（
下
条
小
）
、
高
野
正
志

（
馬
場
小
）
、
金
沢
正
史
（
馬
場
小
）

　
銅
賞
…
貝
瀬
力
也
（
西
小
）
、
小

原
誉
司
（
下
条
小
）
、
山
口
朋
輝

（
馬
場
小
）
、
富
井
英
次
（
馬
場
小
）

樋
口
京
子
（
馬
場
小
）
、
尾
身
孝
幸

（
鐙
島
小
）

〔
三
年
〕

　
特
選
…
蔵
品
千
尋
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
真
霜
裕
子
（
西
小
）
、
田

村
真
弓
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
曾
根
和
明
（
中
条
小
）
、

宮
沢
尚
人
（
水
沢
小
）
、
茂
野
正
光

（
川
治
小
）
、
村
山
鈴
子
（
下
条
小
）

　
銅
賞
；
小
宮
山
正
美
（
下
条
小
）

，
．
，
竸
く
敗
．
，

市
川
信
元
（
下
条
小
）
、
大
熊
明
（
中

条
小
）
、
村
山
由
紀
子
（
下
条
小
）

長
津
聖
晃
（
川
治
小
）
、
田
口
明
美

（
西
小
）

〔
四
年
〕

　
特
選
…
村
山
明
子
（
川
治
小
）

　
金
賞
…
樋
熊
佐
知
子
（
東
小
）
、

田
村
行
伸
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
水
落
政
彦
（
下
条
小
）
、

山
田
雅
志
（
下
条
小
）
、
根
津
企
樹

（
西
小
）
、
庭
野
宏
美
（
西
小
）

　
銅
賞
…
木
村
祐
子
（
下
条
小
）
、

丸
山
ゆ
か
り
（
下
条
小
）
、
大
渕
学

（
西
小
）
、
小
海
由
紀
子
（
下
条
小
）

小
海
美
加
（
下
条
小
）
、
渡
辺
典
子

（
下
条
小
）

〔
五
年
〕

　
特
選
…
古
田
島
広
美
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
飯
塚
信
男
（
東
小
）
、
伊

藤
美
佳
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
小
杉
智
子
（
中
条
小
V
、

大
島
知
奈
美
（
飛
一
小
）
、
樋
口
健

二
（
東
小
）
、
徳
永
千
穂
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
藤
慣
博
（
川
治
小
）
、
真

霜
秀
和
（
川
治
小
）
、
小
泉
学
（
下

条
小
）
、
水
落
芳
弘
（
川
治
小
）
、

高
橋
正
樹
（
川
治
小
）
、
佐
藤
智
子

（
川
治
小
）

〔
六
年
〕

　
特
選
…
根
津
百
合
恵
（
十
小
）

　
金
賞
…
阿
部
直
木
（
十
小
）
、
佐

藤
あ
ゆ
み
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
高
橋
由
香
（
東
小
）
、
高

橋
裕
介
（
十
小
）
、
尾
身
俊
幸

　
銅
賞
…
真
霜
恵
介
（
十
小
）

井
啓
周
（
十
小
）
、
岩
田
直
子

条
小
）
、
西
脇
史
朗
（
十
小
）

熊
聡
（
中
条
小
）
、
蕪
木
則
子

小
） 条

小
）
、
庭
野
宏
明
（
十
小
）
、

（
中十大中金

　
中
学
生
の
部

〔
二
年
〕

　
特
選
…
草
野
靖
子
（
南
中
）

　
金
賞
…
上
原
由
加
（
南
中
）
、
宮

沢
智
子
（
水
沢
中
）

　
銀
賞
…
俵
山
明
代
（
水
沢
中
）
、

関
谷
里
絵
（
南
中
）
、
松
沢
真
弓
（
南

中
）
、
村
山
智
美
（
南
中
）

　
銅
賞
…
中
林
弘
子
（
十
中
）
、
保

坂
秀
幸
（
水
沢
中
）
、
保
坂
康
子
（
水

沢
中
）
、
岩
田
則
子
（
中
条
中
）
、
太

田
和
美
（
中
条
中
V
、
金
沢
成
樹
（
中

条
中
）

　
小
学
生
の
部

〔
四
年
〕

　
特
選
…
福
崎
直
美
（
六
箇
小
）

　
金
賞
…
根
津
正
恵
（
西
小
）
、
庭

野
知
子
（
西
小
）

　
銀
賞
…
柳
晴
美
（
六
箇
小
）
、
島

田
君
恵
（
鐙
島
小
）
、
小
嶋
司
（
西

小
）
、
松
沢
俊
二
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
俵
山
真
由
美
（
六
箇
小
）

上
原
由
美
（
川
治
小
）
、
霜
垣
悟
（
六

箇
小
）
、
金
木
千
明
（
川
治
小
）
庭

野
美
津
子
（
西
小
）
、
佐
藤
和
美
（
川

治
小
）

〔
五
年
〕

　
特
選
…
遠
田
里
美
（
川
治
小
）

金
賞
ー
小
林
裕
子
（
川
治
小
）
、

松
沢
雪
枝
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
橘
沢
綾
香
（
川
治
小
）
、

霜
垣
陽
子
（
六
箇
小
）
、
徳
永
紀
子

（
川
治
小
）
、
水
落
文
子
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
高
橋
則
子
（
東
小
）
、
飯

塚
か
お
り
（
西
小
）
、
上
村
直
子
（
水

沢
小
）
、
徳
永
千
穂
（
川
治
小
）
、

水
落
芳
弘
（
川
治
小
）
、
樋
口
保
（
十

小
）〔

六
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
選
靖
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
特
野
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
（

　
特
選
…
大
渕
敏
彦
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
島
田
直
子
（
川
治
小
）
、

桶
沢
宏
信
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
高
橋
享
佐
（
下
条
小
）
、

小
島
昭
子
（
下
条
小
）
、
山
田
綾
子

（
川
治
小
）
、
南
雲
裕
子
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
庭
野
正
美
（
下
条
小
）
、

川
田
真
矢
（
川
治
小
）
、
上
村
勇
（
川

治
小
）
、
大
渕
晃
（
下
条
小
）
、
相

沢
清
美
（
川
治
小
）
、
山
田
千
代
子

（
下
条
小
）

　
特
選
…
樋
熊
真
智
子
（
十
中
三
年
）

　
入
選
…
越
村
由
美
（
十
中
一
年
）

尾
身
美
智
代
（
吉
田
中
一
年
）
、
藤

本
敦
子
（
十
中
二
年
）
、
土
屋
京
子

（
十
中
二
年
）
、
吉
沢
政
敏
（
十
中

三
年
）
、
高
橋
健
一
（
十
中
三
年
）

山
崎
真
由
美
（
南
中
三
年
）

　
佳
作
…
水
落
里
美
（
十
中
二
年
）

柳
愛
子
（
十
中
三
年
）
、
大
島
香
（
十

中
三
年
）
、
佐
藤
順
（
下
条
中
三
年
）
、

宮
沢
悦
子
（
水
沢
中
三
年
）
、
富
井

美
和
（
南
中
三
年
）

屋
根
雪
の
自
然
落
下
に
ご
注
意
を

　
屋
根
雪
の
自
然
落
下
式
の
建
物
が
、

市
内
に
大
部
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

危
険
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

次
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
既
に
施
設
さ
れ
て
い
る
建
物
に

つ
い
て
は
、
常
に
す
べ
り
や
す
く
し
、

雪
が
ま
と
ま
っ
て
落
ち
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
、
危
険
な
ヵ
所
に
は
雪

止
め
金
物
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
こ
れ
か
ら
新
築
の
予
定
の
あ
る

方
は
、
建
築
士
、
建
設
業
者
の
方
と

よ
く
相
談
し
て
、
道
路
や
隣
地
に
落

下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し

て
建
築
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
上
に
自
然
落
下
さ
せ
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭和56年12月10日とおコげ」しお（5

◆
補
助
金
等
見
直
し
委
員
会
の
答
申
か
ら
◆

　
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
に
、
国
に
先
ん
じ
て
機
構
改
革

を
行
い
、
部
制
・
庁
議
制
の
導
入
を

は
じ
め
と
し
て
事
務
事
業
の
合
理
化

に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
当
市
の
財
政
面
で
は
、
歳
入
面

で
国
県
補
助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
た
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
市
債
（
市
の
借
金
）
が
予
算

の
十
一
・
八
％
を
占
め
、
こ
の
割
合

が
年
々
高
ま
る
と
と
も
に
、
歳
出
に

お
け
る
公
債
費
（
借
金
の
返
済
費
）

は
予
算
の
六
・
九
％
を
占
め
、
来
年

度
以
降
も
確
実
に
借
金
返
済
の
た
め

の
財
源
は
増
え
て
行
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か

、
十
口
町
青
年

会
議
所
が
投
じ
た
補
助
金
返
上
決
議

犠物い」
市長に答申内容を説明する見直し委員会委員

は
、
市
の
補
助
金
行
政
見
直
し
に
大

き
な
問
題
提
起
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
十
日
町
市
が
単
独
で
各
種

団
体
に
交
付
し
て
い
る
補
助
金
等
は

二
百
四
十
二
件
、
］
億
六
千
余
万
円

（
国
・
県
支
出
金
を
伴
う
も
の
等
を

除
く
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
の
単

独
の
補
助
金
等
の
あ
り
方
、
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
十

月
十
四
日
、
十
日
町
市
補
助
金
等
見

直
し
委
員
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

十
日
町
市
補
助
金
等
見
直
し
委
員
会

◎
委
員
長
　
越
村
勝
治
（
新
座
四
）

◎
副
委
員
長
　
坂
田
領
（
学
校
町
一
）

◎
委
員
　
羽
鳥
松
雄
（
田
中
町
西
）

庭
野
重
信
（
西
寺
町
）
　
山
内
正
胤

（
本
町
二
）

　
　
　
　
同
委
員
会
で
は
、
諮
問
を

　
　
　
受
け
て
五
回
の
委
員
会
を
開

　
　
　
催
し
、
補
助
金
等
の
全
般
的

　
　
　
及
び
具
体
的
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
十
一

　
　
　
月
二
十
一
日
、
市
長
に
対
し

　
　
　
て
つ
ぎ
の
内
容
の
答
申
が
な

　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
答
申
文
〉
（
概
要
）

　
　
　
　
補
助
金
の
見
直
し
は
、
行

　
　
　
財
政
改
革
の
一
部
で
あ
り
、

　
　
　
行
政
経
費
節
減
の
一
端
で
す
。

　
　
　
今
日
の
市
政
は
ま
さ
に
経
営

　
　
　
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を

　
　
　
い
か
に
有
効
か
つ
適
切
に
運

　
　
　
用
す
る
か
は
、
行
政
・
企
業

に
共
通
す
る
不
可
欠
な
課
題
で
す
。

低
成
長
期
に
お
い
て
は
、
行
政
改
革

を
継
続
し
、
経
費
増
嵩
に
歯
止
め
を

か
け
な
が
ら
、
最
少
経
費
で
最
大
の

効
果
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
■
基
本
的
な
考
え
方

　
十
日
町
市
が
交
付
し
て
い
る
補
助

金
等
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
及

び
教
育
文
化
の
振
興
等
を
目
的
と
す

る
公
共
団
体
、
行
政
協
力
団
体
の
助

成
奨
励
的
な
も
の
等
々
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
に
は
長
期
固
定
化
し
、
既

得
権
化
し
て
い
る
も
の
も
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
．
こ
の
際
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
基
調
に

立
っ
て
、
適
切
な
選
択
、
判
断
を
加

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ω
各
種
団
体
の
運
営
費
に
対
す
る

慢
性
的
で
零
細
な
財
政
援
助
は
、
原

則
と
し
て
廃
止
、
縮
減
の
方
向
に
進
・

め
、
事
業
費
補
助
に
切
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．
事
業
費
補
助
は
単
年

度
補
助
と
し
、
補
助
率
は
事
業
費
の

三
分
の
一
以
内
を
基
本
に
、
特
に
必

要
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
二
分
の
一

を
限
度
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
す
．

　
回
同
一
団
体
に
数
種
の
補
助
を
し

て
い
る
も
の
は
、
早
期
に
内
容
等
を

明
確
に
さ
せ
た
う
え
、
必
要
が
あ
れ

ば
補
助
金
の
一
部
削
減
ま
た
は
統
合

】
括
交
付
等
補
助
金
の
効
果
的
運
用

を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ω
複
数
の
団
体
に
対
す
る
目
的
類

似
の
補
助
金
は
整
理
統
合
の
必
要
が

あ
り
、
団
体
の
発
展
的
改
組
、
統
合

に
つ
い
て
の
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

■
制
度
的
補
助
金
の
あ
り
方

　
継
続
的
な
補
助
制
度
で
は
、
後
年

度
に
わ
た
っ
て
市
の
財
政
負
担
が
増

加
し
て
、
財
政
圧
迫
の
要
因
と
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
、
時
限
性
の
確
立
、

最
高
限
度
額
の
設
立
等
の
見
直
し
を

常
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

■
融
資
制
度
へ
の
切
り
替
え

　
新
規
ま
た
は
従
来
か
ら
補
助
制
度

と
し
て
交
付
し
て
い
る
も
の
で
も
、

一
時
的
に
事
業
が
多
額
の
資
金
を
必

要
と
し
、
そ
の
内
容
が
資
本
的
形
成

を
も
つ
も
の
は
、
そ
の
一
定
額
を
限

度
に
貸
付
金
等
の
代
替
手
段
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
■
具
体
的
な
事
項

〈
廃
止
す
る
も
の
〉
十
四
件
　
　
〈
縮

減
す
る
も
の
〉
二
件
　
　
〈
終
期
を
設

定
す
る
も
の
〉
五
件
　
　
〈
交
付
基
準

を
整
備
す
る
も
の
〉
三
件
　
　
〈
他
の

補
助
金
と
整
理
統
合
す
る
も
の
〉
八

件
　
　
〈
委
託
料
及
び
報
償
費
に
切
替

え
る
も
の
〉
四
件
　
　
〈
単
年
度
補
助

に
切
替
え
る
も
の
〉
十
三
件

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
庁

内
各
補
助
金
担
当
部
・
課
と
調
整
を

行
う
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な

限
り
答
申
内
容
を
実
現
す
る
よ
う
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　グゆ

蓋聾

　
年
を
か
さ
ね
る
た
ぴ
に
需
要
の
大

き
く
な
る
水
、
そ
の
内
容
に
少
し
ふ

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
生
洛
吊
水
．
飲
用
、
炊
事
、
洗
た

く
、
入
浴
な
ど
私
達
に
最
も
身
近
で

家
庭
用
水
と
し
て
、
ま
た
、
学
校
、

事
務
所
、
病
院
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で

都
市
活
塾
支
え
て
い
る
水
が
・
生

活
用
水
で
す
。
十
日
町
で
は
、
昭
和

三
十
二
年
十
二
月
、
泉
町
、
六
十
五

戸
へ
の
給
水
が
、
上
水
道
の
始
ま
り

で
あ
り
、
水
道
が
普
及
す
る
以
前
は
、

手
押
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
井
戸
水
を
汲

み
あ
げ
、
バ
ケ
ツ
に
よ
る
配
水
や
給

水
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
洗

た
く
は
、
タ
ラ
イ
と
洗
た
く
板
に
よ

り
、
家
の
附
近
を
流
れ
る
小
川
は
、

雑
用
水
と
し
て
、
私
達
の
毎
日
の
生

活
と
切
り
離
す
事
の
出
来
な
い
水
と

し
て
利
用
さ
れ
る
等
、
水
利
用
が
自

然
の
サ
イ
ク
ル
に
近
い
、
節
水
型
で

あ
っ
た
事
は
、
年
配
の
方
々
に
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
㎝
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時
代
の
進
歩
は
、

上
、
生
活
様
式
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

私
達
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、

水
利
用
の
形
態
に
大
き
な
変
革
を
与

え
、
そ
の
需
要
量
を
飛
躍
的
に
増
大

さ
せ
ま
し
た
。
洗
た
く
機
は
、
タ
ラ

イ
や
洗
濯
板
を
、
博
物
館
へ
入
れ
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
冷
房
の
普
及
等

も
需
要
拡
大
な
要
素
と
い
え
ま
す
。

水
需
要
の
増
加
と
あ
わ
せ
、
給
水
も

．
手
押
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
ヘ
、

ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
か
ら
上
水
漕
へ
と
進

み
、
現
在
、
私
達
は
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
、
蛇
ロ
を
廻
せ
ば
、
日
本
中
、

い
や
、
世
界
中
に
自
慢
出
来
る
素
晴

し
い
水
質
と
味
の
水
が
、
豊
か
に
ほ

ど
ば
し
り
出
て
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
え

る
の
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
雪
を
克
服
し
、
雪

国
を
、
人
が
う
ら
や
む
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
流
雪
用
水
や
消
雪
用
水
が

相
当
の
量
、
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
下
水

道
の
操
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
道

路
の
側
溝
や
小
川
に
、
澄
ん
だ
水
が

常
に
流
れ
、
小
魚
が
遊
泳
し
て
い
る

ま
ち
を
、
考
え
た
だ
け
で
す
が
す
が

し
く
な
汐
ま
す
。

　
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
用
水
の
需

要
は
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ズ

　
一
9

　
リ
㎞

　
シ

ラ＠生
活
水
準
の
向
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文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
千
十
六
点
。
作
文
の
部
、
五
校
六
九
点
で
し
た
．
そ
の
中
か
ら
見
事
入
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
市
で
は
、
克
雪
都
市
宣
言
を
記
念
し
て
、
小
中
学
生
図
画
・
書
道
・
作
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　

脚
　
応
募
総
数
は
図
画
の
部
、
十
七
校
八
八
五
点
。
書
道
の
部
、
二
十
二
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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ハ

　
さ
れ
た
人
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
中
学
生
の
部

　
特
選
…
井
川
康
子
（
南
中
）

　
金
賞
…
服
部
久
典
（
南
中
〉

　
銀
賞
…
長
谷
川
隆
行
（
下
条
中
）

秋
山
聖
午
（
南
中
）

　
銅
賞
…
生
越
武
（
下
条
中
）
、
樋

口
義
広
（
南
中
）

　
小
学
生
の
部

〔
一
年
〕

　
特
選
…
池
田
文
夫
（
東
小
）

　
金
賞
…
岡
田
真
以
子
（
中
条
小
）

池
田
拓
未
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
中
町
忠
寿
（
下
条
4
）
、

田
村
詩
子
（
下
条
小
）
、
小
杉
和
之

（
下
条
小
）
、
丸
山
康
之
（
東
小
）

　
銅
賞
…
近
藤
智
輝
（
下
条
小
）
、

近
藤
隆
（
下
条
小
）
、
山
田
直
子
〆
下

条
小
）
、
山
口
稔
（
東
小
）
、
丸
山
由

香
利
（
馬
場
小
）
、
山
田
貴
幸
（
下

条
小
）

〔
二
年
〕

　
特
選
…
鈴
木
等
（
馬
場
小
）

　
金
賞
…
外
山
義
裕
（
東
小
）
、
小

林
登
美
子
（
西
小
）

　
銀
賞
…
山
田
博
道
（
下
条
小
）
、

田
村
房
雄
（
下
条
小
）
、
高
野
正
志

（
馬
場
小
）
、
金
沢
正
史
（
馬
場
小
）

　
銅
賞
…
貝
瀬
力
也
（
西
小
）
、
小

原
誉
司
（
下
条
小
）
、
山
口
朋
輝

（
馬
場
小
）
、
富
井
英
次
（
馬
場
小
）

樋
口
京
子
（
馬
場
小
）
、
尾
身
孝
幸

（
鐙
島
小
）

〔
三
年
〕

　
特
選
…
蔵
品
千
尋
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
真
霜
裕
子
（
西
小
）
、
田

村
真
弓
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
曾
根
和
明
（
中
条
小
）
、

宮
沢
尚
人
（
水
沢
小
）
、
茂
野
正
光

（
川
治
小
）
、
村
山
鈴
子
（
下
条
小
）

　
銅
賞
；
小
宮
山
正
美
（
下
条
小
）

，
．
，
竸
く
敗
．
，

市
川
信
元
（
下
条
小
）
、
大
熊
明
（
中

条
小
）
、
村
山
由
紀
子
（
下
条
小
）

長
津
聖
晃
（
川
治
小
）
、
田
口
明
美

（
西
小
）

〔
四
年
〕

　
特
選
…
村
山
明
子
（
川
治
小
）

　
金
賞
…
樋
熊
佐
知
子
（
東
小
）
、

田
村
行
伸
（
下
条
小
）

　
銀
賞
…
水
落
政
彦
（
下
条
小
）
、

山
田
雅
志
（
下
条
小
）
、
根
津
企
樹

（
西
小
）
、
庭
野
宏
美
（
西
小
）

　
銅
賞
…
木
村
祐
子
（
下
条
小
）
、

丸
山
ゆ
か
り
（
下
条
小
）
、
大
渕
学

（
西
小
）
、
小
海
由
紀
子
（
下
条
小
）

小
海
美
加
（
下
条
小
）
、
渡
辺
典
子

（
下
条
小
）

〔
五
年
〕

　
特
選
…
古
田
島
広
美
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
飯
塚
信
男
（
東
小
）
、
伊

藤
美
佳
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
小
杉
智
子
（
中
条
小
V
、

大
島
知
奈
美
（
飛
一
小
）
、
樋
口
健

二
（
東
小
）
、
徳
永
千
穂
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
藤
慣
博
（
川
治
小
）
、
真

霜
秀
和
（
川
治
小
）
、
小
泉
学
（
下

条
小
）
、
水
落
芳
弘
（
川
治
小
）
、

高
橋
正
樹
（
川
治
小
）
、
佐
藤
智
子

（
川
治
小
）

〔
六
年
〕

　
特
選
…
根
津
百
合
恵
（
十
小
）

　
金
賞
…
阿
部
直
木
（
十
小
）
、
佐

藤
あ
ゆ
み
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
高
橋
由
香
（
東
小
）
、
高

橋
裕
介
（
十
小
）
、
尾
身
俊
幸

　
銅
賞
…
真
霜
恵
介
（
十
小
）

井
啓
周
（
十
小
）
、
岩
田
直
子

条
小
）
、
西
脇
史
朗
（
十
小
）

熊
聡
（
中
条
小
）
、
蕪
木
則
子

小
） 条

小
）
、
庭
野
宏
明
（
十
小
）
、

（
中十大中金

　
中
学
生
の
部

〔
二
年
〕

　
特
選
…
草
野
靖
子
（
南
中
）

　
金
賞
…
上
原
由
加
（
南
中
）
、
宮

沢
智
子
（
水
沢
中
）

　
銀
賞
…
俵
山
明
代
（
水
沢
中
）
、

関
谷
里
絵
（
南
中
）
、
松
沢
真
弓
（
南

中
）
、
村
山
智
美
（
南
中
）

　
銅
賞
…
中
林
弘
子
（
十
中
）
、
保

坂
秀
幸
（
水
沢
中
）
、
保
坂
康
子
（
水

沢
中
）
、
岩
田
則
子
（
中
条
中
）
、
太

田
和
美
（
中
条
中
V
、
金
沢
成
樹
（
中

条
中
）

　
小
学
生
の
部

〔
四
年
〕

　
特
選
…
福
崎
直
美
（
六
箇
小
）

　
金
賞
…
根
津
正
恵
（
西
小
）
、
庭

野
知
子
（
西
小
）

　
銀
賞
…
柳
晴
美
（
六
箇
小
）
、
島

田
君
恵
（
鐙
島
小
）
、
小
嶋
司
（
西

小
）
、
松
沢
俊
二
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
俵
山
真
由
美
（
六
箇
小
）

上
原
由
美
（
川
治
小
）
、
霜
垣
悟
（
六

箇
小
）
、
金
木
千
明
（
川
治
小
）
庭

野
美
津
子
（
西
小
）
、
佐
藤
和
美
（
川

治
小
）

〔
五
年
〕

　
特
選
…
遠
田
里
美
（
川
治
小
）

金
賞
ー
小
林
裕
子
（
川
治
小
）
、

松
沢
雪
枝
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
橘
沢
綾
香
（
川
治
小
）
、

霜
垣
陽
子
（
六
箇
小
）
、
徳
永
紀
子

（
川
治
小
）
、
水
落
文
子
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
高
橋
則
子
（
東
小
）
、
飯

塚
か
お
り
（
西
小
）
、
上
村
直
子
（
水

沢
小
）
、
徳
永
千
穂
（
川
治
小
）
、

水
落
芳
弘
（
川
治
小
）
、
樋
口
保
（
十

小
）〔

六
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
選
靖
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
特
野
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
（

　
特
選
…
大
渕
敏
彦
（
下
条
小
）

　
金
賞
…
島
田
直
子
（
川
治
小
）
、

桶
沢
宏
信
（
川
治
小
）

　
銀
賞
…
高
橋
享
佐
（
下
条
小
）
、

小
島
昭
子
（
下
条
小
）
、
山
田
綾
子

（
川
治
小
）
、
南
雲
裕
子
（
川
治
小
）

　
銅
賞
…
庭
野
正
美
（
下
条
小
）
、

川
田
真
矢
（
川
治
小
）
、
上
村
勇
（
川

治
小
）
、
大
渕
晃
（
下
条
小
）
、
相

沢
清
美
（
川
治
小
）
、
山
田
千
代
子

（
下
条
小
）

　
特
選
…
樋
熊
真
智
子
（
十
中
三
年
）

　
入
選
…
越
村
由
美
（
十
中
一
年
）

尾
身
美
智
代
（
吉
田
中
一
年
）
、
藤

本
敦
子
（
十
中
二
年
）
、
土
屋
京
子

（
十
中
二
年
）
、
吉
沢
政
敏
（
十
中

三
年
）
、
高
橋
健
一
（
十
中
三
年
）

山
崎
真
由
美
（
南
中
三
年
）

　
佳
作
…
水
落
里
美
（
十
中
二
年
）

柳
愛
子
（
十
中
三
年
）
、
大
島
香
（
十

中
三
年
）
、
佐
藤
順
（
下
条
中
三
年
）
、

宮
沢
悦
子
（
水
沢
中
三
年
）
、
富
井

美
和
（
南
中
三
年
）

屋
根
雪
の
自
然
落
下
に
ご
注
意
を

　
屋
根
雪
の
自
然
落
下
式
の
建
物
が
、

市
内
に
大
部
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

危
険
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

次
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
既
に
施
設
さ
れ
て
い
る
建
物
に

つ
い
て
は
、
常
に
す
べ
り
や
す
く
し
、

雪
が
ま
と
ま
っ
て
落
ち
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
、
危
険
な
ヵ
所
に
は
雪

止
め
金
物
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
こ
れ
か
ら
新
築
の
予
定
の
あ
る

方
は
、
建
築
士
、
建
設
業
者
の
方
と

よ
く
相
談
し
て
、
道
路
や
隣
地
に
落

下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し

て
建
築
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
上
に
自
然
落
下
さ
せ
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◆
補
助
金
等
見
直
し
委
員
会
の
答
申
か
ら
◆

　
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
に
、
国
に
先
ん
じ
て
機
構
改
革

を
行
い
、
部
制
・
庁
議
制
の
導
入
を

は
じ
め
と
し
て
事
務
事
業
の
合
理
化

に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
当
市
の
財
政
面
で
は
、
歳
入
面

で
国
県
補
助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
た
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
市
債
（
市
の
借
金
）
が
予
算

の
十
一
・
八
％
を
占
め
、
こ
の
割
合

が
年
々
高
ま
る
と
と
も
に
、
歳
出
に

お
け
る
公
債
費
（
借
金
の
返
済
費
）

は
予
算
の
六
・
九
％
を
占
め
、
来
年

度
以
降
も
確
実
に
借
金
返
済
の
た
め

の
財
源
は
増
え
て
行
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か

、
十
口
町
青
年

会
議
所
が
投
じ
た
補
助
金
返
上
決
議

犠物い」
市長に答申内容を説明する見直し委員会委員

は
、
市
の
補
助
金
行
政
見
直
し
に
大

き
な
問
題
提
起
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
十
日
町
市
が
単
独
で
各
種

団
体
に
交
付
し
て
い
る
補
助
金
等
は

二
百
四
十
二
件
、
］
億
六
千
余
万
円

（
国
・
県
支
出
金
を
伴
う
も
の
等
を

除
く
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
の
単

独
の
補
助
金
等
の
あ
り
方
、
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
十

月
十
四
日
、
十
日
町
市
補
助
金
等
見

直
し
委
員
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

十
日
町
市
補
助
金
等
見
直
し
委
員
会

◎
委
員
長
　
越
村
勝
治
（
新
座
四
）

◎
副
委
員
長
　
坂
田
領
（
学
校
町
一
）

◎
委
員
　
羽
鳥
松
雄
（
田
中
町
西
）

庭
野
重
信
（
西
寺
町
）
　
山
内
正
胤

（
本
町
二
）

　
　
　
　
同
委
員
会
で
は
、
諮
問
を

　
　
　
受
け
て
五
回
の
委
員
会
を
開

　
　
　
催
し
、
補
助
金
等
の
全
般
的

　
　
　
及
び
具
体
的
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
十
一

　
　
　
月
二
十
一
日
、
市
長
に
対
し

　
　
　
て
つ
ぎ
の
内
容
の
答
申
が
な

　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
答
申
文
〉
（
概
要
）

　
　
　
　
補
助
金
の
見
直
し
は
、
行

　
　
　
財
政
改
革
の
一
部
で
あ
り
、

　
　
　
行
政
経
費
節
減
の
一
端
で
す
。

　
　
　
今
日
の
市
政
は
ま
さ
に
経
営

　
　
　
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を

　
　
　
い
か
に
有
効
か
つ
適
切
に
運

　
　
　
用
す
る
か
は
、
行
政
・
企
業

に
共
通
す
る
不
可
欠
な
課
題
で
す
。

低
成
長
期
に
お
い
て
は
、
行
政
改
革

を
継
続
し
、
経
費
増
嵩
に
歯
止
め
を

か
け
な
が
ら
、
最
少
経
費
で
最
大
の

効
果
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
■
基
本
的
な
考
え
方

　
十
日
町
市
が
交
付
し
て
い
る
補
助

金
等
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
及

び
教
育
文
化
の
振
興
等
を
目
的
と
す

る
公
共
団
体
、
行
政
協
力
団
体
の
助

成
奨
励
的
な
も
の
等
々
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
に
は
長
期
固
定
化
し
、
既

得
権
化
し
て
い
る
も
の
も
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
．
こ
の
際
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
基
調
に

立
っ
て
、
適
切
な
選
択
、
判
断
を
加

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ω
各
種
団
体
の
運
営
費
に
対
す
る

慢
性
的
で
零
細
な
財
政
援
助
は
、
原

則
と
し
て
廃
止
、
縮
減
の
方
向
に
進
・

め
、
事
業
費
補
助
に
切
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．
事
業
費
補
助
は
単
年

度
補
助
と
し
、
補
助
率
は
事
業
費
の

三
分
の
一
以
内
を
基
本
に
、
特
に
必

要
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
二
分
の
一

を
限
度
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
す
．

　
回
同
一
団
体
に
数
種
の
補
助
を
し

て
い
る
も
の
は
、
早
期
に
内
容
等
を

明
確
に
さ
せ
た
う
え
、
必
要
が
あ
れ

ば
補
助
金
の
一
部
削
減
ま
た
は
統
合

】
括
交
付
等
補
助
金
の
効
果
的
運
用

を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ω
複
数
の
団
体
に
対
す
る
目
的
類

似
の
補
助
金
は
整
理
統
合
の
必
要
が

あ
り
、
団
体
の
発
展
的
改
組
、
統
合

に
つ
い
て
の
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

■
制
度
的
補
助
金
の
あ
り
方

　
継
続
的
な
補
助
制
度
で
は
、
後
年

度
に
わ
た
っ
て
市
の
財
政
負
担
が
増

加
し
て
、
財
政
圧
迫
の
要
因
と
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
、
時
限
性
の
確
立
、

最
高
限
度
額
の
設
立
等
の
見
直
し
を

常
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

■
融
資
制
度
へ
の
切
り
替
え

　
新
規
ま
た
は
従
来
か
ら
補
助
制
度

と
し
て
交
付
し
て
い
る
も
の
で
も
、

一
時
的
に
事
業
が
多
額
の
資
金
を
必

要
と
し
、
そ
の
内
容
が
資
本
的
形
成

を
も
つ
も
の
は
、
そ
の
一
定
額
を
限

度
に
貸
付
金
等
の
代
替
手
段
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
■
具
体
的
な
事
項

〈
廃
止
す
る
も
の
〉
十
四
件
　
　
〈
縮

減
す
る
も
の
〉
二
件
　
　
〈
終
期
を
設

定
す
る
も
の
〉
五
件
　
　
〈
交
付
基
準

を
整
備
す
る
も
の
〉
三
件
　
　
〈
他
の

補
助
金
と
整
理
統
合
す
る
も
の
〉
八

件
　
　
〈
委
託
料
及
び
報
償
費
に
切
替

え
る
も
の
〉
四
件
　
　
〈
単
年
度
補
助

に
切
替
え
る
も
の
〉
十
三
件

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
庁

内
各
補
助
金
担
当
部
・
課
と
調
整
を

行
う
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な

限
り
答
申
内
容
を
実
現
す
る
よ
う
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　グゆ

蓋聾

　
年
を
か
さ
ね
る
た
ぴ
に
需
要
の
大

き
く
な
る
水
、
そ
の
内
容
に
少
し
ふ

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
生
洛
吊
水
．
飲
用
、
炊
事
、
洗
た

く
、
入
浴
な
ど
私
達
に
最
も
身
近
で

家
庭
用
水
と
し
て
、
ま
た
、
学
校
、

事
務
所
、
病
院
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で

都
市
活
塾
支
え
て
い
る
水
が
・
生

活
用
水
で
す
。
十
日
町
で
は
、
昭
和

三
十
二
年
十
二
月
、
泉
町
、
六
十
五

戸
へ
の
給
水
が
、
上
水
道
の
始
ま
り

で
あ
り
、
水
道
が
普
及
す
る
以
前
は
、

手
押
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
井
戸
水
を
汲

み
あ
げ
、
バ
ケ
ツ
に
よ
る
配
水
や
給

水
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
洗

た
く
は
、
タ
ラ
イ
と
洗
た
く
板
に
よ

り
、
家
の
附
近
を
流
れ
る
小
川
は
、

雑
用
水
と
し
て
、
私
達
の
毎
日
の
生

活
と
切
り
離
す
事
の
出
来
な
い
水
と

し
て
利
用
さ
れ
る
等
、
水
利
用
が
自

然
の
サ
イ
ク
ル
に
近
い
、
節
水
型
で

あ
っ
た
事
は
、
年
配
の
方
々
に
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
㎝
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時
代
の
進
歩
は
、

上
、
生
活
様
式
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

私
達
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、

水
利
用
の
形
態
に
大
き
な
変
革
を
与

え
、
そ
の
需
要
量
を
飛
躍
的
に
増
大

さ
せ
ま
し
た
。
洗
た
く
機
は
、
タ
ラ

イ
や
洗
濯
板
を
、
博
物
館
へ
入
れ
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
冷
房
の
普
及
等

も
需
要
拡
大
な
要
素
と
い
え
ま
す
。

水
需
要
の
増
加
と
あ
わ
せ
、
給
水
も

．
手
押
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
ヘ
、

ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
か
ら
上
水
漕
へ
と
進

み
、
現
在
、
私
達
は
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
、
蛇
ロ
を
廻
せ
ば
、
日
本
中
、

い
や
、
世
界
中
に
自
慢
出
来
る
素
晴

し
い
水
質
と
味
の
水
が
、
豊
か
に
ほ

ど
ば
し
り
出
て
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
え

る
の
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
雪
を
克
服
し
、
雪

国
を
、
人
が
う
ら
や
む
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
流
雪
用
水
や
消
雪
用
水
が

相
当
の
量
、
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
下
水

道
の
操
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
道

路
の
側
溝
や
小
川
に
、
澄
ん
だ
水
が

常
に
流
れ
、
小
魚
が
遊
泳
し
て
い
る

ま
ち
を
、
考
え
た
だ
け
で
す
が
す
が

し
く
な
汐
ま
す
。

　
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
用
水
の
需

要
は
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ズ

　
一
9

　
リ
㎞

　
シ

ラ＠生
活
水
準
の
向
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、
q
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統
計
功
労
表
彰

　
去
る
＋
］
月
十
八
日
、
第
＋
二
回

新
潟
県
統
計
大
会
が
県
民
会
館
に
統

計
関
係
者
約
千
人
を
集
め
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
そ
の
席
上
、
市
は
次
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　
　
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報

　
　
告
）

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
（
工
業
統
計
調
査
）

　
ま
た
、
次
の
事
業
所
、
個
人
の
皆

さ
ん
も
統
計
功
労
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
労
働
大
臣
表
彰

　
　
滝
文
工
業
株
式
会
社
（
本
町
一

　
　
上
）

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
関
口
英
夫
（
本
町
四
）

　
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
　
草
間
金
次
郎
（
稲
荷
町
三
南
）

　
　
岡
村
建
治
（
北
新
田
二
）

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
か
ら

　
　
　
　
　
社
会
保
険
料
控
除
さ
れ
ま
す

　
こ
と
し
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
末
調
整
や
自
営
業
者
の
確
定
申
告

に
よ
り
、
納
め
た
額
が
所
得
額
か
ら

そ
っ
く
り
控
除
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
ま
し
よ
う
。

■
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
五
十
六

年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
定
額
保
険
料
…
…
⊥
月
か
ら

三
月
ま
で
は
、
｝
ヵ
月
三
千
七
百
七
十

円
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は
、
一

ヵ
月
四
千
五
百
円
．
　
（
一
年
間
納
め

た
場
合
五
万
一
千
八
百
十
円
）

　
②
付
加
保
険
料
納
付
の
場
合
…

　像陰骨は所得から建除されます

啓調
圏聲

納
め
た
月
数
に
四
百
円
掛
け
た
も
の

を
、
定
額
保
険
料
に
加
算
（
一
年
間

納
め
た
場
合
、
五
万
六
千
六
百
十
円
）

　
③
前
納
保
険
料
や
未
納
保
険
料
・

追
納
保
険
料
を
納
め
て
、
納
付
額
が

わ
か
ら
な
い
方
は
市
民
生
活
課
年
金

係
（
歴
七
－
三
二
一
番
内
線
二
一

八
）
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
麹
蝦
謬
碑
罐
甥
謹
陪

◎
’・

俣険金

／生命保険と税釘

　
私
た
ち
は
、
毎
日
が
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

ど
ん
な
不
幸
に
見
舞
れ
る
か
、
誰
に

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
多
く
の

家
庭
で
は
、
万
一
に
備
え
て
生
命
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
命
保
険
と
税
金
は
、

　
春
日
忠
吉
さ
ん
に

　
　
　
　
法
務
大
臣
表
彰

　
市
内
樽
沢
の
保
護
司
・
春
日
忠
吉

さ
ん
（
七
十
一
歳
）
は
、
こ
の
た
び
法

務
大
臣
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
．

　
春
日
さ
ん
は
、
現
在
、
中
魚
沼
保

護
区
保
護
司
会
副
会
長
・
同
十
日
町

分
区
長
の
職
務
に
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
二
十
七
年
以
来
、
二
十
九
年
間
も

の
長
い
期
間
、
保
護
司
を
し
て
こ
ら

れ
、
そ
の
功
績
に
つ
い
て
の
表
彰
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
郡
市
内
で
三
人

目
の
表
彰
者
で
す
．

　
殉

　
用

　
子

　
いよ

　
いな

　
の歯虫

い
ろ
い
ろ
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
者
本
人
や
家
庭
を
受
取
人
と

す
る
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き
は
、

そ
の
年
の
支
払
い
額
に
応
じ
て
「
生

命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
そ
の
年
の

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
満
期
保
険
金
を
受
取
っ
た
と

き
は
、
保
険
料
を
だ
れ
が
負
担
し
、

だ
れ
が
保
険
金
を
受
取
っ
て
い
る
か

な
ど
に
よ
っ
て
、
相
続
税
か
贈
与
税

あ
る
い
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
，
傷
害
特
約
付
生
命
保
険
で

身
体
の
傷
害
に
基
づ
い
て
受
取
っ
た

給
付
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
の

　
　
　
　
益
金
を
寄
付

　
十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
・
ク
ラ

グ
（
湯
沢
一
久
会
長
〉
で
は
、
十
二

月
六
日
、
本
町
二
丁
目
田
畑
屋
商
店

前
で
行
っ
た
〃
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
ル
”
の
益
金
十
万
六
千
六
百
六

十
六
円
を
郡
市
内
の
障
害
者
施
設
の

拡
充
に
役
立
る
た
め
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

住　　所 氏　名 保護者

田川町　3大熊安樹子 育　夫

馬場第2 登坂　洋美 敏　彦

島 中川　　匡 直

千　歳　　町 福原　宏美 勝

田　川　町　1 村山　奈保 光　男

本町東　1 田村　信行 英　二

谷内丑2 野口　真吾 建　治

妻有町西1～2 萩原　毅彦 平　世

高田町5 大島みどり 準　二

中条下町 樋熊　美恵 稔

中条旭町 市原　健 欽　次

尾　　　　崎 春日　裕樹 政　信

本町7－1 樋口　暁美 孝　夫

本町7－2 関口　洋裕 文　雄

峠 岩田　哲男 金　吾

中条八幡 石沢　貴司 徳二郎

中　条　島 橋本　千春 博
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み
ん
な
で
考
え
よ
う

国
際
障
害
者
年

詩
を
つ
く
る
こ
と
が
好
き
な
人

i
大
島
栄
三
さ
ん
の
詩
集
か
ら
i

　
　
　
冬
、
の
夜

野
沢
菜
　
洗
う
指
先
は

赤
く
ひ
び
わ
れ
　
あ
あ
痛
い

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
　
も
え
る
い
ろ
り
ば
た

　
ふ
っ
く
り
ふ
く
れ
た
　
あ
わ
も
ち
は

今
が
食
べ
ご
ろ
　
香
り
ま
す

争

◎
母
さ
ん
が

と
ん
と
ん
昔
の
　
お
じ
い
さ
ん

帯
を
と
き
と
き
　
は
ら
あ
ぶ
り

お
な
か
の
ひ
ふ
は
　
ま
っ
か
っ
か

こ
と
こ
と
　
ま
な
板
の
音
が

し
ず
か
に
聞
え
る

冬
の
夜

尋　　　　　　◇　　　　　◎　　　　◎　　争　◆◆　　　　　←　　　　　◆　　　　◆　　　o　　◎　◎◆

一

器
，

　
　
　
　
戸

　
　
　
⇔

御
〔

ノ
’

＼

　
上
の
詩
は
、
N
H
K
に
い
が
た
の

開
局
五
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
に
い
が
た
の
歌
」
コ

の
作
品
で
す
。

　
大
島
さ
ん
は
、
み
の
わ
の
里
（
越

路
町
）
で
、
自
治
会
の
副
会
長
、
企

う
ほ
ど
文
芸
活
動
の
好
き
な
人
で
す
。

全
く
障
害
な
ど
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど

の
情
感
あ
ふ
れ
た
詩
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
十
円
玉

十
円
玉
一
個
で
電
話
を
か
け
た

母
の
声
が
聞
え
た

金
は
あ
る
か

十
円
玉
は
き
れ
た
…
・

　
　
　
き
れ
た
…
：

　
　
　
　
　
（
纏
稽
罎
部
）
一

ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
◎

大
島
栄
三
さ
ん
（
市
内
蕨
平
出
身
で
◎

現
在
み
の
わ
の
里
療
護
園
に
在
園
中
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

画
部
長
な
ど
を
す
る
か
た
わ
ら
で
、
　
鱒

自
称
、
わ
ら
び
平
の
天
才
詩
人
と
い
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

受
話
機
の
奥
か
ら
　
　
　
　
　
　
φ

元
気
で
い
る
か
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

母
の
声
も
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

1｛お　1　　　　最終回
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き
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Φ
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備
織
領
嚥
謹
螢
舜
磁
膣
頓
潔
嶢
環
、
9

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
料
理
店
、

飲
食
店
、
旅
館
及
び
バ
ー
な
ど
を
利

用
し
た
と
き
は
、
免
税
点
以
下
の
場

合
を
除
き
、
忘
れ
ず
に
公
給
領
収
証

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。
領
収
証
は

つ
ぎ
の
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
．

●
飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
わ
な

い
も
の
）
　
一
人
一
回
の
料
金
が
二

千
円
を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十
％

●
料
理
店
・
バ
ー
及
び
飲
食
店
（
婦

女
の
接
待
を
伴
う
も
の
）
…
利
用
料

金
の
全
額
に
対
し
て
十
％

●
旅
館
・
ホ
テ
ル

　
ω
一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が
四
千

円
を
超
え
る
場
合
は
二
千
円
を
控
除

し
た
残
り
の
額
の
十
％

　
ω
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、

昼
食
な
ど
、
ま
た
日
帰
り
者
の
休
憩

及
び
飲
食
は
、
利
用
料
金
が
二
千
円

を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十
％

　
公
給
領
収
証
は
会
計
が
明
朗
に
な

り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
役

立
ち
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町

財
務
事
務
所
関
税
係
（
盈
七
！
五
五

一
一
番
）
ま
で
．

つ
ま
り
の
民
話
が

　
　
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
（
B
S
N
T
V
）
で
放
映

B
S
N
テ
レ
ビ

12

月
19
日
ω
「
五
ん
兵
衛
・
六
兵
衛

　
　
　
　
　
七
兵
衛
（
川
治
）
」

1
月
1
6
日
ω
「
魚
つ
り
爺
さ
ん
と
狐

　
　
　
　
　
（
仙
田
）
」

時
問
は
、
夜
七
時
～
七
時
半

　
彪
z

　
　
　
　
　
　
P

本の寄贈ありがとうございました（造月寡）

　
う
す
い
香
・
越
村
ま
さ

み
・
島
田
進
・
中
沢
友
吉

・
羽
鳥
慎
一
・
岡
崎
国
太

郎
・
近
藤
六
郎
・
宮
下
英

治
・
高
木
国
保
・
柳
沢
、
・
・

ツ
イ
・
古
知
ミ
チ
ヨ
・
近

藤
康
広
・
志
賀
富
子
・
健

康
づ
く
り
振
興
財
団
・
阿

部
晴
子
・
高
橋
カ
ッ
．
福

崎
孝
一
・
児
玉
キ
ク
イ
．

小
泉
東
一
・
小
泉
ユ
リ
・

瀬
木
慎
一
・
田
中
千
秋
・

太
田
謙
一
郎
・
宮
田
規
矩

雄
・
阿
部
進
・
宮
沢
次
夫
・

樋
口
春
代
・
樋
口
庫
太
・

とお‘ガ彦3㎝

年賀状のスタンプに

“雪まつり“犠きもの“

　“コシヒカリ。“大太鼓。

　　をデザインしました

〔
　十目町郵便局
　本町簡易郵便局　に設置してあります

　十日町高田郵便局

，
、

岡
元
真
弓
・
青
柳
二
三
子
・
大
津
洋

子
・
蕪
木
保
雄
・
藤
田
未
作
・
松
岡

仁
志
・
野
上
文
子
・
樋
口
芙
美
・
小

嶋
そ
ば
・
玉
田
辰
治
・
尾
身
好
子
．

八
島
智
子
・
根
津
幸
雄
・
富
井
清
道

・
田
川
正
雄
・
竹
内
邦
雄
・
村
山
書

店
・
関
口
正
明
・
石
坂
商
事
・
根
津

策
次
・
内
山
吉
晴
・
小
島
裕
子
・
上

村
善
教
・
根
津
真
一
・
松
村
文
子
．

高
野
統
一
郎
・
坂
場
洋
治
〔
敬
称
略
〕

智
ヌ
こ
＞

　
　
　
　
旧

　
　
　
　
卿

　
　
　
　
2

潔
－

・
・
縛
▼
勲

き
も
の
と
　
　
　
　
ナ
り

コ
シ
ヒ
カ
リ
ー
峯

雪国
く雪まつ

斎
　（雪まつり982

鱗
撫

鷲

※デザインは

　鈴木蘭さん
　　（本町6丁目）

によるものです
《2月1314E

●入れ替えは2カ月に1回です。

●冬季貸出は12月から開始します。㊧㊧㊥貸出文庫昭和56年度

●冬季貸出（17カ所）●通年貸出（23カ所）

地区 部　落 配　本　所 世話人 電話番号

六　箇
六箇山谷 柳　義夫　宅 （同左） 7－9310

船　　坂 船坂冬季分校
飛　渡 三ツ山 稲　原　分　館

下　条

岩　　野 岩野　ク　ラ　ブ 田村　守 5－2619

上新田 上新田分館 長谷川安蔵 6－2167

漉　　野 生活改善センター 水落文平 6－2254

水　　口 水口　公民館 小原吉次 5－2664

水　沢

大黒沢 宮沢正憲　宅 （同左）

馬　　場 馬場小学校 8－2069

新　　宮 村山千玄　宅 （同左〉 8－2735

十目町 高田町 十日町保健所 7－2400

川　治

関　　根 湯　川　輪　店 7－8794

城ノ古 城ノ古公民館 高橋秀雄

北新田 樋口義一　宅 （同左）

占　田

高、　島 涌井哲司　宅 （〃　） 7－4914

吉田山谷 藤巻　　功　宅 （〃） 2－3047

稲　　葉 丸山孝一　宅 （〃　） 7－1865

地区 部　落 配　　本　　所

六　箇 ニツ屋 俵山　　弘　　　宅

飛　渡

東枯木又 山　田　房　吉　　宅

西枯木又 春川　善七　　宅
池　　谷 庭野　昇一　　宅
宇田ケ沢 水落　留吉　　宅

ト　条
願　　入 願入冬季分校
下条本町 下　条　保　育　所

水　沢

姿 姿　　公　　民　　館

伊　　達 伊　達　公　会　堂

土　　市 水　沢　保　育　所

珠　　川 珠　　田　　分　　校

野　　中 野　中　小　学　校

十日町 西本町 西　　保　　育　　所

美佐島

赤　　倉 赤　倉　小　学　校

江　　道 江道猿倉開発センター

津　　池 津池冬季　分校

川　治
川治上町 川　治　保　育　所

錦町2 高　山　保　育　所

中　条

市之沢 佐藤友三郎　宅
北　　原 北　原　保　育　所

尾　　崎 む　！）　み　合　所

吉　田
南鐙坂 鐙　島　保　育　所

名ケ山 小海　勝誠　　宅
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、
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統
計
功
労
表
彰

　
去
る
＋
］
月
十
八
日
、
第
＋
二
回

新
潟
県
統
計
大
会
が
県
民
会
館
に
統

計
関
係
者
約
千
人
を
集
め
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
そ
の
席
上
、
市
は
次
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　
　
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報

　
　
告
）

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
（
工
業
統
計
調
査
）

　
ま
た
、
次
の
事
業
所
、
個
人
の
皆

さ
ん
も
統
計
功
労
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
労
働
大
臣
表
彰

　
　
滝
文
工
業
株
式
会
社
（
本
町
一

　
　
上
）

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
関
口
英
夫
（
本
町
四
）

　
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
　
草
間
金
次
郎
（
稲
荷
町
三
南
）

　
　
岡
村
建
治
（
北
新
田
二
）

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
か
ら

　
　
　
　
　
社
会
保
険
料
控
除
さ
れ
ま
す

　
こ
と
し
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
末
調
整
や
自
営
業
者
の
確
定
申
告

に
よ
り
、
納
め
た
額
が
所
得
額
か
ら

そ
っ
く
り
控
除
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
ま
し
よ
う
。

■
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
五
十
六

年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
定
額
保
険
料
…
…
⊥
月
か
ら

三
月
ま
で
は
、
｝
ヵ
月
三
千
七
百
七
十

円
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は
、
一

ヵ
月
四
千
五
百
円
．
　
（
一
年
間
納
め

た
場
合
五
万
一
千
八
百
十
円
）

　
②
付
加
保
険
料
納
付
の
場
合
…

　像陰骨は所得から建除されます

啓調
圏聲

納
め
た
月
数
に
四
百
円
掛
け
た
も
の

を
、
定
額
保
険
料
に
加
算
（
一
年
間

納
め
た
場
合
、
五
万
六
千
六
百
十
円
）

　
③
前
納
保
険
料
や
未
納
保
険
料
・

追
納
保
険
料
を
納
め
て
、
納
付
額
が

わ
か
ら
な
い
方
は
市
民
生
活
課
年
金

係
（
歴
七
－
三
二
一
番
内
線
二
一

八
）
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
麹
蝦
謬
碑
罐
甥
謹
陪

◎
’・

俣険金

／生命保険と税釘

　
私
た
ち
は
、
毎
日
が
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

ど
ん
な
不
幸
に
見
舞
れ
る
か
、
誰
に

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
多
く
の

家
庭
で
は
、
万
一
に
備
え
て
生
命
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
命
保
険
と
税
金
は
、

　
春
日
忠
吉
さ
ん
に

　
　
　
　
法
務
大
臣
表
彰

　
市
内
樽
沢
の
保
護
司
・
春
日
忠
吉

さ
ん
（
七
十
一
歳
）
は
、
こ
の
た
び
法

務
大
臣
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
．

　
春
日
さ
ん
は
、
現
在
、
中
魚
沼
保

護
区
保
護
司
会
副
会
長
・
同
十
日
町

分
区
長
の
職
務
に
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
二
十
七
年
以
来
、
二
十
九
年
間
も

の
長
い
期
間
、
保
護
司
を
し
て
こ
ら

れ
、
そ
の
功
績
に
つ
い
て
の
表
彰
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
郡
市
内
で
三
人

目
の
表
彰
者
で
す
．

　
殉

　
用

　
子

　
いよ

　
いな

　
の歯虫

い
ろ
い
ろ
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
者
本
人
や
家
庭
を
受
取
人
と

す
る
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き
は
、

そ
の
年
の
支
払
い
額
に
応
じ
て
「
生

命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
そ
の
年
の

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
満
期
保
険
金
を
受
取
っ
た
と

き
は
、
保
険
料
を
だ
れ
が
負
担
し
、

だ
れ
が
保
険
金
を
受
取
っ
て
い
る
か

な
ど
に
よ
っ
て
、
相
続
税
か
贈
与
税

あ
る
い
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
，
傷
害
特
約
付
生
命
保
険
で

身
体
の
傷
害
に
基
づ
い
て
受
取
っ
た

給
付
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
の

　
　
　
　
益
金
を
寄
付

　
十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
・
ク
ラ

グ
（
湯
沢
一
久
会
長
〉
で
は
、
十
二

月
六
日
、
本
町
二
丁
目
田
畑
屋
商
店

前
で
行
っ
た
〃
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
ル
”
の
益
金
十
万
六
千
六
百
六

十
六
円
を
郡
市
内
の
障
害
者
施
設
の

拡
充
に
役
立
る
た
め
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

住　　所 氏　名 保護者

田川町　3大熊安樹子 育　夫

馬場第2 登坂　洋美 敏　彦

島 中川　　匡 直

千　歳　　町 福原　宏美 勝

田　川　町　1 村山　奈保 光　男

本町東　1 田村　信行 英　二

谷内丑2 野口　真吾 建　治

妻有町西1～2 萩原　毅彦 平　世

高田町5 大島みどり 準　二

中条下町 樋熊　美恵 稔

中条旭町 市原　健 欽　次

尾　　　　崎 春日　裕樹 政　信

本町7－1 樋口　暁美 孝　夫

本町7－2 関口　洋裕 文　雄

峠 岩田　哲男 金　吾

中条八幡 石沢　貴司 徳二郎

中　条　島 橋本　千春 博
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み
ん
な
で
考
え
よ
う

国
際
障
害
者
年

詩
を
つ
く
る
こ
と
が
好
き
な
人

i
大
島
栄
三
さ
ん
の
詩
集
か
ら
i

　
　
　
冬
、
の
夜

野
沢
菜
　
洗
う
指
先
は

赤
く
ひ
び
わ
れ
　
あ
あ
痛
い

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
　
も
え
る
い
ろ
り
ば
た

　
ふ
っ
く
り
ふ
く
れ
た
　
あ
わ
も
ち
は

今
が
食
べ
ご
ろ
　
香
り
ま
す

争

◎
母
さ
ん
が

と
ん
と
ん
昔
の
　
お
じ
い
さ
ん

帯
を
と
き
と
き
　
は
ら
あ
ぶ
り

お
な
か
の
ひ
ふ
は
　
ま
っ
か
っ
か

こ
と
こ
と
　
ま
な
板
の
音
が

し
ず
か
に
聞
え
る

冬
の
夜

尋　　　　　　◇　　　　　◎　　　　◎　　争　◆◆　　　　　←　　　　　◆　　　　◆　　　o　　◎　◎◆

一

器
，

　
　
　
　
戸

　
　
　
⇔

御
〔

ノ
’

＼

　
上
の
詩
は
、
N
H
K
に
い
が
た
の

開
局
五
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
に
い
が
た
の
歌
」
コ

の
作
品
で
す
。

　
大
島
さ
ん
は
、
み
の
わ
の
里
（
越

路
町
）
で
、
自
治
会
の
副
会
長
、
企

う
ほ
ど
文
芸
活
動
の
好
き
な
人
で
す
。

全
く
障
害
な
ど
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど

の
情
感
あ
ふ
れ
た
詩
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
十
円
玉

十
円
玉
一
個
で
電
話
を
か
け
た

母
の
声
が
聞
え
た

金
は
あ
る
か

十
円
玉
は
き
れ
た
…
・

　
　
　
き
れ
た
…
：

　
　
　
　
　
（
纏
稽
罎
部
）
一

ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
◎

大
島
栄
三
さ
ん
（
市
内
蕨
平
出
身
で
◎

現
在
み
の
わ
の
里
療
護
園
に
在
園
中
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

画
部
長
な
ど
を
す
る
か
た
わ
ら
で
、
　
鱒

自
称
、
わ
ら
び
平
の
天
才
詩
人
と
い
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

受
話
機
の
奥
か
ら
　
　
　
　
　
　
φ

元
気
で
い
る
か
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

母
の
声
も
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

1｛お　1　　　　最終回
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備
織
領
嚥
謹
螢
舜
磁
膣
頓
潔
嶢
環
、
9

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
料
理
店
、

飲
食
店
、
旅
館
及
び
バ
ー
な
ど
を
利

用
し
た
と
き
は
、
免
税
点
以
下
の
場

合
を
除
き
、
忘
れ
ず
に
公
給
領
収
証

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。
領
収
証
は

つ
ぎ
の
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
．

●
飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
わ
な

い
も
の
）
　
一
人
一
回
の
料
金
が
二

千
円
を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十
％

●
料
理
店
・
バ
ー
及
び
飲
食
店
（
婦

女
の
接
待
を
伴
う
も
の
）
…
利
用
料

金
の
全
額
に
対
し
て
十
％

●
旅
館
・
ホ
テ
ル

　
ω
一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が
四
千

円
を
超
え
る
場
合
は
二
千
円
を
控
除

し
た
残
り
の
額
の
十
％

　
ω
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、

昼
食
な
ど
、
ま
た
日
帰
り
者
の
休
憩

及
び
飲
食
は
、
利
用
料
金
が
二
千
円

を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十
％

　
公
給
領
収
証
は
会
計
が
明
朗
に
な

り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
役

立
ち
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町

財
務
事
務
所
関
税
係
（
盈
七
！
五
五

一
一
番
）
ま
で
．

つ
ま
り
の
民
話
が

　
　
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
（
B
S
N
T
V
）
で
放
映

B
S
N
テ
レ
ビ

12

月
19
日
ω
「
五
ん
兵
衛
・
六
兵
衛

　
　
　
　
　
七
兵
衛
（
川
治
）
」

1
月
1
6
日
ω
「
魚
つ
り
爺
さ
ん
と
狐

　
　
　
　
　
（
仙
田
）
」

時
問
は
、
夜
七
時
～
七
時
半

　
彪
z

　
　
　
　
　
　
P

本の寄贈ありがとうございました（造月寡）

　
う
す
い
香
・
越
村
ま
さ

み
・
島
田
進
・
中
沢
友
吉

・
羽
鳥
慎
一
・
岡
崎
国
太

郎
・
近
藤
六
郎
・
宮
下
英

治
・
高
木
国
保
・
柳
沢
、
・
・

ツ
イ
・
古
知
ミ
チ
ヨ
・
近

藤
康
広
・
志
賀
富
子
・
健

康
づ
く
り
振
興
財
団
・
阿

部
晴
子
・
高
橋
カ
ッ
．
福

崎
孝
一
・
児
玉
キ
ク
イ
．

小
泉
東
一
・
小
泉
ユ
リ
・

瀬
木
慎
一
・
田
中
千
秋
・

太
田
謙
一
郎
・
宮
田
規
矩

雄
・
阿
部
進
・
宮
沢
次
夫
・

樋
口
春
代
・
樋
口
庫
太
・

とお‘ガ彦3㎝

年賀状のスタンプに

“雪まつり“犠きもの“

　“コシヒカリ。“大太鼓。

　　をデザインしました

〔
　十目町郵便局
　本町簡易郵便局　に設置してあります

　十日町高田郵便局

，
、

岡
元
真
弓
・
青
柳
二
三
子
・
大
津
洋

子
・
蕪
木
保
雄
・
藤
田
未
作
・
松
岡

仁
志
・
野
上
文
子
・
樋
口
芙
美
・
小

嶋
そ
ば
・
玉
田
辰
治
・
尾
身
好
子
．

八
島
智
子
・
根
津
幸
雄
・
富
井
清
道

・
田
川
正
雄
・
竹
内
邦
雄
・
村
山
書

店
・
関
口
正
明
・
石
坂
商
事
・
根
津

策
次
・
内
山
吉
晴
・
小
島
裕
子
・
上

村
善
教
・
根
津
真
一
・
松
村
文
子
．

高
野
統
一
郎
・
坂
場
洋
治
〔
敬
称
略
〕

智
ヌ
こ
＞

　
　
　
　
旧

　
　
　
　
卿

　
　
　
　
2

潔
－

・
・
縛
▼
勲

き
も
の
と
　
　
　
　
ナ
り

コ
シ
ヒ
カ
リ
ー
峯

雪国
く雪まつ

斎
　（雪まつり982

鱗
撫

鷲

※デザインは

　鈴木蘭さん
　　（本町6丁目）

によるものです
《2月1314E

●入れ替えは2カ月に1回です。

●冬季貸出は12月から開始します。㊧㊧㊥貸出文庫昭和56年度

●冬季貸出（17カ所）●通年貸出（23カ所）

地区 部　落 配　本　所 世話人 電話番号

六　箇
六箇山谷 柳　義夫　宅 （同左） 7－9310

船　　坂 船坂冬季分校
飛　渡 三ツ山 稲　原　分　館

下　条

岩　　野 岩野　ク　ラ　ブ 田村　守 5－2619

上新田 上新田分館 長谷川安蔵 6－2167

漉　　野 生活改善センター 水落文平 6－2254

水　　口 水口　公民館 小原吉次 5－2664

水　沢

大黒沢 宮沢正憲　宅 （同左）

馬　　場 馬場小学校 8－2069

新　　宮 村山千玄　宅 （同左〉 8－2735

十目町 高田町 十日町保健所 7－2400

川　治

関　　根 湯　川　輪　店 7－8794

城ノ古 城ノ古公民館 高橋秀雄

北新田 樋口義一　宅 （同左）

占　田

高、　島 涌井哲司　宅 （〃　） 7－4914

吉田山谷 藤巻　　功　宅 （〃） 2－3047

稲　　葉 丸山孝一　宅 （〃　） 7－1865

地区 部　落 配　　本　　所

六　箇 ニツ屋 俵山　　弘　　　宅

飛　渡

東枯木又 山　田　房　吉　　宅

西枯木又 春川　善七　　宅
池　　谷 庭野　昇一　　宅
宇田ケ沢 水落　留吉　　宅

ト　条
願　　入 願入冬季分校
下条本町 下　条　保　育　所

水　沢

姿 姿　　公　　民　　館

伊　　達 伊　達　公　会　堂

土　　市 水　沢　保　育　所

珠　　川 珠　　田　　分　　校

野　　中 野　中　小　学　校

十日町 西本町 西　　保　　育　　所

美佐島

赤　　倉 赤　倉　小　学　校

江　　道 江道猿倉開発センター

津　　池 津池冬季　分校

川　治
川治上町 川　治　保　育　所

錦町2 高　山　保　育　所

中　条

市之沢 佐藤友三郎　宅
北　　原 北　原　保　育　所

尾　　崎 む　！）　み　合　所

吉　田
南鐙坂 鐙　島　保　育　所

名ケ山 小海　勝誠　　宅
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（8）とお』厚」しお昭和56年12月10日

～
気
を
つ
け
よ
う
ス
ピ
ー
ド
・
ブ
レ
ー
キ
・
冬
の
道
～

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
今
年
十
一
月
末
現
在
の
市
内
の
交

通
事
故
発
生
状
況
は
、
発
生
件
数
八

十
一
件
、
死
者
一
人
、
負
傷
者
九
十

七
人
で
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
発

生
件
数
・
死
傷
者
と
も
に
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
事
故
原
因
が
飲
酒
運
転

に
よ
る
も
の
十
一
件
（
昨
年
五
件
）
、

ス
ピ
ー
ド
事
故
七
件
（
同
六
件
）
、

一
時
不
停
止
等
の
事
故
十
一
件
（
同

十
一
件
）
と
、
交
通
三
悪
に
よ
る
も

の
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年

末
年
始
を
迎
え
、
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事

故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
県
、

県
警
、
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
つ

ぎ
に
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

囹
期
間
　
十
二
月
十
一
日
囲
～
昭
和

五
十
七
年
一
月
十
日
㈲
ま
で
。

囹
運
動
の
重
点

　
ω
飲
酒
運
転
な
ど
の
交
通
三
悪
の

一
掃

　
①
広
報
車
等
に
よ
る
広
報
活
動
の

推
進
　
②
家
庭
、
職
域
、
地
域
で
の

話
し
合
い
、
決
議
を
行
い
、
酒
類
提

供
業
者
へ
の
飲
酒
運
転
追
放
の
働
き

か
け

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
①
運
転
者
に
雪
中
安
全
走
行
の
指

導
②
道
路
環
境
の
点
検
整
備
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
対
策
の
推
進

路
上
駐
車
等
の
排
除
指
導
　
③
地
域

住
民
の
協
力
に
よ
る
歩
道
除
雪
の
促

進
。倒

踏
切
事
故
の
防
止

　
①
踏
切
で
の
一
時
停
止
、
安
全
確

認
励
行
の
指
導
　
踏
切
周
辺
の
交
通

環
境
の
点
検
整
備

　
四
そ
の
他
の
交
通
安
全
指
導

　
①
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ

て
こ
ど
も
、
老
人
等
に
指
導
を
行
い

　
　
　
た
さ
を
る
7
だ

歩
行
者
の
冬
期
特
有
の
事
故
防
止
推

進
　
②
毎
月
＋
日
を
公
開
指
導
取
締

ま
り
の
目
と
し
、
特
に
飲
酒
運
転
防

止
を
重
点
に
、
市
、
警
察
署
、
安
全

協
会
で
実
施
し
ま
す
．

交

ぞ

　
社
団
法
人
目
本
損
害
保
険
協
会
「
新

潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
」
で
は
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け
つ
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
相
談
時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後

四
時
半
（
平
日
）
　
土
曜
日
は
正
午

ま
で
　
弁
護
士
相
談
日
は
毎
週
水
曜

日
午
後
一
時
～
四
時
。

■
会
場
　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
興

亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階
、
新
潟

調
査
事
務
所
内
（
奮
〇
二
五
二
ー
二

融礁．
蕪

、
、
（
ご
3
萎
・
～
；
．

、
ま
ね
．

ま
ト
ド
否
漁
の
ん
書
よ

　
　
（
盗
鳶
蕊
い
る
ガ
げ

　
　
船
罫
曳
＼

　
　
　
　
　
ζ
ツ
7

篇
　
　
　
　
ド

　
　
　
ノ

　
　
　
　
ず

　
　
乙
、
／
レ

　
　
　
、
、
延

　
　
　
　
　
つ
呂

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
．

、
（

嚢冤

璽
｝

卍
嚇
0

悉
輪

ま
ば
b

騨1
、

消
．

∫
　
r

し

、
、
へ

、
ミ
セ
“
蓋
マ
9
碗

〃
　
今

　
　
縛

　
　
偽
〃
・

　
一
甘
心
虞
匙

　
　
　
桑
の
ん
ξ

蔭
掃
承
覧
，
．
．

き
俵
蔦
ぎ

　
　
　
‘
｝

贈

磯
　　　鷲

　　　　黎

　
、
「
　
叉
、
、
／
．
〃
4

璽
　
　
長

ま
ん
ヒ
　
　
心

∠
　
　
　
／

家曲包い

罐軌灘
慧翻1
　　　　　　、　一多ノ　　　o

五
－
一
八
五
一
番
）

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
七
日
困
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
昭
和
町
一
丁
目
、

寿
町
四
丁
目
の
各
一
部
、
栄
町
　
▼

十
二
月
十
八
目
働
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
千
代
田
町
、
稲
荷
町

三
丁
目
南
・
四
丁
目
、
高
田
町
三
丁

目
南
・
西
・
四
丁
目
、
春
日
町
一
丁

目
の
各
一
部
　
▼
十
二
月
二
十
二
日

図
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

水
野
町
、
神
明
町
、
若
宮
町
、
宮
下

町
東
、
諏
訪
町
、
上
川
町
、
田
川
町

］
丁
目
の
各
一
部
、
川
原
町
、
学
校

町
一
丁
目
・
二
丁
目
　
▼
十
二
月
二

十
三
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

高
田
町
三
丁
目
南
・
西
、
桜
木
町
、

丸
山
町
の
各
一
部
、
高
田
町
三
丁
目

東
　
▼
十
二
月
二
十
四
日
困
　
午
前

　多くの皆さんから予約いただい

“雪との闘い“が完成し、嘱託員

んを通じて配付されています。本

ごらんになって、購入を希望され

かたは、市総務課企画広報係（奮

一3111番内線236）へお申し込みく

さい。1冊2，500円（送料別）

ふるさとの旬の料理⑨

氷頭なます

理法
大根は皮をむいて5mmくらいの
切りにしてからできるだけ細い

切りにしてさっとゆで、たっぶ
の水にはなしてから水気をしぼ

調
①
輪
千
り
る
②

　
　
㎏
コ
ー
2

　
　
3斗

根
頃
椿
油
訴
弼

半
　
　
　
　
　
　
…
　
　
…
し

材
大
氷
砂
醤
塩
味
酢
だ

甘酒漬
　　　　　　　　　調理法
材料　　，　　　　①大根、人参は短冊切りにして一
大　根……6009　　夜3％の塩につける。　（大根は
人　参………509　　キ，ソコウシ漬にしてもよい）

昆布一一寺本②昆布は小さい結び昆布にし、身
身欠練……”2本　　欠鯨は洗一、て4～5つに切る。

甘　酒甲……℃2　③①②を甘酒につけ、塩で味をと
塩　　　　　　　　　とのえる。

※きっこうし漬
　大根をまな板を使わないで手に持つて庖丁で切り、か
く様に乱切1）にし、漬物にすると味がしみておいしくな

ります。　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

九
時
～
午
後
二
時
ま
で
　
新
座
第
二
・

第
三
、
本
町
七
丁
目
一
・
二
、
四
日

町
新
田
第
三
の
各
一
部
、
三
和
町

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
上
村
国
雄
（
土
市
）
　
二
万
円

▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円
　
▼
内
藤

直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
村
山
幸
夫

（
為
永
）
三
万
円
…
香
典
返
し
　
▼

樋
口
吉
蔵
（
中
町
）
五
万
円
…
香
典

返
し
　
▼
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合

三
千
円
…
身
障
福
祉
に
　
▼
匿
名
（
高

田
町
三
）
二
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
、
匙

事
ヒ
げ
2
　
品

　
○
克
雪
フ
ェ
ア
の
会
場
で
「
克
雪

の
た
め
に
一
番
最
初
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
聞

い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
切
実
な
問
題

な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
匁
・
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

克
雪
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
な
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
も
し
、

「
お
前
は
何
だ
と
思
う
」
と
聞
か
れ

た
ら
、
　
「
私
の
心
の
中
に
耳
．
の
雪

も
積
も
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
」
と
答

え
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
が
。

■市勢／世帯数…12，090／推計人ロ…49，281人（男24，080人・女25，201人）※基本台帳人ロ49，835人（11月1日現在）


